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名称 (和文) 全米科学財団

(英文) NationalScienceFoundation(NSF)

(原語) 同上

住 所 4201WilsonBouleVard,Arlington,Virginia22230,USA
(地図 ○有 .無)

http://www.nsf.govn10me/Visit/start.htm参照

主 要 業 務 ○助成と委託を通じて､科学 .工学の研究やプログラムを開始
しまた支援すること

○ 科学.工学分野の大学院レベルのフェローシップを提供する
こと

○ 科学者 .技術者の国際交流を強化すること
○ 科学研究と教育の基本となる､コンピュータ､科学的手法､
技術の開発と利用手法を強化し支援すること

○ 科学 .工学の状況とニーズを評価すること
○ 科学的及び技術的な資源データの収集 .解釈 .分析等の方法
により､米国の科学技術人材の記録を継続すること

○ 高等教育機関等が受け入れた連邦政府資金の把握とその状
況を大統領及び議会に報告すること

○ 国際協力､国家安全保障､科学技術の社会-の適用に関連し
た科学 .工学活動を開始 しまた支援すること

○ 学術機関及び非営利機関での応用研究を含む科学.工学の研
究を開始 しまた支援すること､及び大統領の支持の下にその

他の機関における応用研究を支援すること

○ 基礎研究と教育の振興に対する国家政策のあるべき姿を提
示しそして奨励すること○全米の自己資金あるいは個人によ

る研究も含め､科学 .工学における研究 .教育 .イノベ-シ

ヨンを強化すること

○ 女性､少数民族等の人々の科学技術-の参加機会増加の活動
を支援すること

組 織 構 成 ･ 全国科学理事会 (NationalScienceBoard;NSB)

○NSB事務局 (NationalScienceBoardStafr)
･ 長官室 (OfficeofDirector;OD)

○ 極地プログラム室 (OfrlCeOfPolarPrograms;OPP)
他4室

･ 生物科学局 (DirectorateforBiologiCalScience;BIO)
･ コンピュータ .情報科学工学局 (DirectoratefbrComputer

andInformationSciences&Engineering;CISE)
･ 教育 .人材局 (DirectorateforEducationandHuman

Resources;EHR)
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○SBⅠR (SmallBusinessⅠnnoVationResearch)他6課

･ 地球科学局 (DirectoratefbrGeosciences;GEO)

･ 数学 .物理科学局 (DirectoratefbrMathematicaland

PhysicalSciences;MPS)
･ 社会 .行動.経済科学局 (DirectoratefbrSocia1,Behavioral

andEconomicSciences;SBE)
○国際科学工学室 (OfrlCeOfⅠnternationalScienceand

Engineering;ⅠNT)､科学資源統計課 (DivisionofScience

andEngineeringStatistics;SRS)､他2課
(別紙 ○有 .無)

httD://www.nSf.govn10me/Chart/Orgchart.htm参照

職員数及び 24名の非常勤会員とNSF長官 (Director)により構成される

研究 スタ ツ 国家科学審議会 (NationalScienceBoard;NSB)が中枢

フ数 NSBの会員は米国上院の助言と同意の下に､米国大統領が任

命○上級職員には､米国上院の助言と同意の下に米国大統領

により任命される副長官 (DeputyDirector)が1名､及び8
名の長官補佐官 (AssistantDirectors;局長に相当)o

職員数 1204名 (2003年度米国予算教書による)

年 間 予 算 予算46億米 ドル (2003年度米国予算教書による)

創設時期.袷 1950年に米国連邦政府の独立行政庁として設立o
革等 ｢SciencetheEndlessFrontier｣､VannervarBushによる

大統領-の戟告 (1945)

･ HarryS.Truman大統領のAAAS100周年記念大会での演
説 (1948):NSF設置を支持

･ HarryS.Thman大統領の一般教書 (1950)

｢TheNationalScienceFoundation:ABrierHistory｣､

GeorgeT.Mazuzan氏 (元 NSFHistorian)によるレポー ト

(NSF8816,1994)

｢ⅠnVentingUSSciencePolicy｣､WilliamBlanpied氏(現NSF

東京事務所長)の論文 :PhysicsToday,51(2),February1998,
pp.34-40.
htt.p://www.nsf.gov/odAT)a/nSf50nlistory.htm参照

コンタク ト ･Name:Dr.La汀yH.Weber
パーソン ･Title:SeniorProgramManager,Am ericanWorkforceand

ResearchandEducation(AWARE),EastAsiaandPacific
Program,OfficeofInternationalScienceandEngineering
(ⅠNT),S古E
･Tel.:+1-(703)292-8704
･FaX:

･E-mail:lweber@nsf.goV
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Name:Dr.WilliamA.Blanpied
Title:Director,NSFTokyoRegionalOffice
Tel.:03-3224-5505
Fax:03-3224-5769

E-mail:wblanpie@nsf.gov
URL:www.nsftokyo.org (NSF東京事務所)

その他

特記事項

(主な交流経緯)

1988.09-1988.ll MariaPapadakis氏 (当時SRS研究官､
現バージニア工科大学教授)第 2研究グループに滞在 (日本

の科学技術統計 ･基礎研究に関する調査等)

1989.01 NISTEPとLetteroHntentの交換

1989.01-1989.02 第2研究グループ鈴木主任研究官(当時)､

短期在外研究員制度により派遣 (SRS)

1989.03-1990.03第 2研究グループ柿崎主任研究官､長期在

外研究員制度により派遣 (SRS)

1989.ll-1990.10JaniceCassidy氏 (当時INT職員)､長期
STAフェロー制度により第 1研究グループに滞在

1996.03-1996.06 JeanM.Johnson氏 (SRS上席研究官)､

短期STAフェローにより第2研究グループに滞在

1997-1998渡辺正実氏 (現ライフサイエンス課補佐)

1998.10-1998.11 YiTzuu Cien 氏 (当時 Divisionof

lnfbrmation,RoboticsandIntelligentSystem )､第 1研究
グループに滞在

1999.03-1999.04 SaraNerlove氏 (SBIRプログラム ･マ

ネージャー)､短期 STAフェロー制度により第 3調査研究グ

ループに滞在

2000-2001桑原靖氏 (S58文部省入省 ･現官房総務課主任教

育改革官)JSPS在外職員としてNSFに派遣

2001-伯井美徳氏(S60文部省入省･前官房人事課副長)JSPS

在外職員としてNSFに派遣

2001.04間宮所長NSF訪問

(作成者 :第3調査研究グループ 柿崎 文彦 ;2002年 3月)
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VisitingNSF

TheNSFwelcomesthousandsofvisitorsayear.Shouldyouneed
informationnotprovidedbelow,pleasecontactourInformation
Center,eitherbyphoneat703-292-5111,orbyemai1,atinfo倫nsf.EOV.

Generallnfonnation:

THENATIONALSCIENCEFOUNDATIONislocatedinthe

BallstonareaofNorthArlington,Virginia,betweenWilsonBoulevard
andFairfaxDrive,oneblocksouthoftheBallston-Marym ount
UniversityMetrostopontheOrangeLine.

ParkinglSavailablein仇eBallstonCom onmall,intheNSFbuilding,
andatotherareaparkinglotsandgarages.Meteredparkingisalso
availableonthesu汀Oundingstreets.

VisitorsareaskedtocheckattheNSFReceptionandlnfbmation
ConferenceCenteronthe丘rstDoortoreceiveavisitorpass,befわre
goingOntOmeetlngS,aPPOlntmentS,OrOtherbusinessattheNSF.

TravelInformation:

川.HO qr
t}

▼ ..:.㌔

-I･;･'{

NationalScience
Foundation

4201WilsonBoulevard

Arlington,Virginia22230

TheNSFbuildingislocatedafewblocks&omRoute66andRoute50,
approximatelythreemilesfromdowntownWashington,D･C･andiseasily
accessiblefrommanypolntSOfarrivalanddeparturefromwithinthe

.metropolitanD･C･area･

Fordetaileddirections,Chooseanarrivalpointfromthelistbelow:

::エゝ..∝.●OnMetro

+FromNationalAirport

+FromDullesAirport

+FromBWIAilPOrt

●FromUnionStation(Am trak)

AroundNSF:

VisitorstotheNSFbuildingwillfindshoppingandfoodfacilities,includingthoseattheBallston
Common(mall)FoodCourtandintheNSFbuildingitself,arenumerousandaccessible.Visitorstothis
areamayalsobeinterestedingeneralinformationforvisitorstoWashington,D.C.,includingthe
cu汀entWeatherinfbmation.

TheNSFhasasmallcafeteria(ScienceFare)onthesecondmoor,justbeyondtheguarddesk.

http://www.nsf.govnlOme/visit/start.htmより
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名称 (和文) 全米科学振興協会 科学政策プログラム

(英文) TheAmericanAssociationfbrtheAdVancementofScience

(AAAS,pronounced 'tThple-A-S"):Science and Policy

Program

(原語) 同上

住 所 1200NewYbrkAVenueNW,Washington,DC20005

(地図 有 .○無)

主 要 業 務 ○科学技術 .議会センター (1994-):議会関係者に科学技術

関係の問題等､情報をタイムリーに提供するとともに､議会

開催期間中は毎月議会の科学技術情報を公表､研究開発予算

のインパクトについての地方会議を後援o

○科学と倫理 .宗教

○フェローシップ制度 :科学者､技術者を1年間､ワシントン

で科学技術政策の立案を支援するために派遣 (10種のコ-

スを用意oPh.D､あるいは博士と同等の学位､キャリア等

を要すoピアレビューと面接によって選考02週間の事前研

修のほか､1年間に数回セミナーを開催○)

○研究開発予算 .政策プログラム :連邦予算の中の研究開発予

算の傾向を分析するとともに､毎年科学技術政策コロキウム

を主催

○研究競争プログラム (1996- ):NSFのグラントで活動開始o

大学や他の研究開発機関の研究能力強化を支援

○科学と人権 :科学者､技術者などの学問の自由､権利を保護

○科学の自由と責任と法 :科学技術に関係する倫理的､法的､

社会的問題をモニターし､科学と法の関係の改善に取り組む

組 織 構 成 ○AAASの中の4つの活動 (科学政策プログラム､国際プログ
ラム､教育 .人材､プロジェクト2061)の中の一つ

○科学政策プログラム幹部

･AlbertH.Teich,Director

･StephenD.Nelson,ASSOCiateDirector

･AmberM.Roderer,AdministratiVeCoordinator

(別紙 有 .○無)

職員数及び AAAS:134,000人の研究者と､約1千万人の研究者からなる273

研究スタッフ数 の団体が加盟o
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創設時期.袷 AAAS:1848年創設の民間非営利団体○サイエンスコミユニテ

革等 イと政策策定に大きな影響力を持つo

コンタク ト ･Name:KeiKoizumi

パーソン ･Title:Director,R&DBudget&PolicyProgram
･Tel.:202-776-0370

･FaX:202-776-0375

･E-mail:

･URL:http:〝www.aaas.org

その他 1998.4 植田企画課長 科学技術政策コロキアム出席

特記事項 1999.5 Dr.AlbertH.Teich氏 (Director)来訪､所内講演会

開催

(作成者 :科学技術動向研究センター 清貞智会/企画課 藤原志保 ;

2002年 3月)
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名称 (和文) ハーバー ド大学 ジョン.F.ケネディ行政大学院
科学､技術及び公共政策プログラム

(英文) Science,TechnologyandPublicPolicyProgram,
JohnF.KennedySchoolofGoVernment,
HarVardUniVersity

(原語) 同上

住 所 79KennedyStreet,Cambridge,MassachusettsO2318,USA
(地図 ○有 .無)

http:〟map.harVard.edu参照

主 要 業 務 科学､技術及び公共政策 (STPP)プログラムは､ケネディ

行政大学院に置かれている各種の研究センターのひとつである

Belfer科学 .国際関係研究センター (国際安全保障､環境 .餐

源､科学技術政策等を研究)内の1プログラムo

科学､技術及び公共政策 (STPP)プログラムにおいては､

安全保障､持続的成長､経済競争力のための科学技術に公共政

策が及ぼす影響や､科学技術政策の策定過程､科学技術が社会

にいかに影響を及ぼし､また社会からいかに影響されるかが研

究されているo

同プログラムの研究プロジェクトとしては ;

･原子力管理プロジェクト

･ハーバー ド情報インフラ .プロジェクト

･エネルギー技術革新

･科学技術の法的､政治的､文化的研究

･競争力､持続的成長及び安全保障のために科学技術政策

･科学技術政策プロセス

があるo

組 織 構 成 (別紙 有 .○無)
職員数及び 職員数､スタッフ数未詳o

研究スタ ツ (ホームページ上のSTPPのCoreFacultyandStafrには23
フ数 名の名前があるが専従度は不祥○)

STPPのプログラムディレクターは

JohnP.Holden教授 (環境科学と公共政策)o

CoreFacultyandStafrのなかには､科学技術政策研究で著名
な､

HaⅣeyBrooks名誉教授､
LewisM.Branscomb名誉教授

SheilaJasanoff教授の名が挙がっている.

年 間 予 算 プログラムとしては未詳oケネディ行政大学院の全体では､
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創設時期 .袷 行政大学院は1936年発足o

革等 1978年ジョン .F.ケネディ-行政大学院に改称o

ケネディ-行政大学院の発足当初より､科学技術政策の研究は

活発o

コンタク ト ･Name:SheilaJasanoff

パーソン ･Title:ProfessorofScienceandPublicPolicy
･Tel.:i-617-495-7902
･FaX:

･E-mail:sheilaJ'aSanOff@harvard.edu
URL:

http:miSgnOteS1.harvard.ed山BCSⅠA/STPP.nsqⅥw n10me
(最近当研究所に来訪 している Jasanoff教授をコンタク トパ

-ソンとした)

その他 研究協力覚書を締結o(1989.2.27/2000.2.1更新)

特記事項 政策研国際シンポジウム等において､Branscomb教授の参加揺

か交流多数o

1993-95 片岡洋氏 (H元科技庁入庁､現OECD代表部-等書
記官)留学o

1999.6 Jasanoff教授を招碑し､セミナー実施o

2000.2柴田所長が訪問 (竹下企画課係員同行)o

(作成者 :総務研究官 下田隆二 ;2002年 3月)
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名称 (和文) ジョージメイソン大学公共政策研究所

(英文) GeorgeMasonUniversity,SchoolofPublicPolicy

住 所 Fairfax,Virginia22030-4444
(地図 ○有 .無)(別添 1)

主 要 業 務 SchoolofPublicPolicyには5つの主要研究テーマがあるo
(∋ 国内行政

② 地域行政

③ 国際政治,国際商取引

(彰 科学技術行政 :

技術革新やその応用を促進する環境作り.行政のあり方に

関する考察検討

⑤ 文化 .価値観 :

科学技術の発展による新しいライフスタイル .文化 .価値

観に関する考察検討

組 織 構 成 SchoolorPublicPolicyの中には5つのResearchCenterがあ
る○

① PolicyAnalysisCenter:
ビジネスプロセスに関する考察検討

@ CenterforTransportPolicyandLogistics:
都市の輸送システムに関する､工学的 .経営学的 .政治学

的 .経済学的観点からの考察検討o特に､安全性や､情報技

術の活用可能性に焦点をあてているo

@ CenterforScienceandTechnologyPolicy:
国家間､企業間における技術交流の促進に関する考察検

討o具体的には､国家観のハイテク貿易摩擦､開発途上国に

おける技術インフラなどに関する考察検討

④ MasonEnterpriseCenter:
ハイテク企業に関する考察検討

⑤ ⅠnternationalCenterforAppliedStudiesin
Inform ationTeclmology:
情報技術とそのビジネス-の応用に関する考察検討

(別紙 有 .○無)
職員数及び SchoolofPublicPolicy全体として102名 (うち､スタッフ17

研究スタ ッフ数 名 :別添 2)

年 間 予 算 Unknown

創設時期.袷 1990:TheⅠnstituteofPublicPolicy(TⅠPP)設立

革等 2000.7:TheⅠnstituteofPublicPolicy(TⅠPP)からSchool

ofPublicPolicyに名称変更
コンタク ト ･Name:DonE.Rash

パーソン ･Title:HazelProfessorinPublicPolicy
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･FaX:703-993-2284

･E-mail:dkash@osfl.gnu.edu

･URL:http:〟policy.gnu.eduノctr/cstp.htm

その他 1993:NⅠSTEPとMOUを締結

特記事項 2000.3:柴田NⅠSTEP所長 (当時)一行の訪問により､MOU

を更新

2000.6:HaynesTⅠPP (当時)所長､NⅠSTEP訪問

2000.9:Haynes所長､RESTPOR2000に出席
･Kash教授､NⅠSTEP訪問

その他､最近帰国した清浦隆氏 (H5科技庁入庁､現立地地域

対策室補佐)に引き続き､大島俊之氏が Kash研究室に留学

(作成者 :第 1研究グループ 竹下貴之 ;2001年 11月)
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別添 1

Thisistheofficia一siteoftheGeorgeMasonUniversitymap.SearchthroughMasoǹsthree
campuses一一Arlington.Fairfax,andPrinceWHiam--intheNorthe｢∩

Virginia/抑ashingtonD.C.area.

Note:Weareintheprocessofupdatingourdescriptionsofvariouscampusbuildings

e写 苛r管 盈 …

RELATEDLINKS:VisitorsCenterIVjrtuaH-our
lNFOCONTACT二infodesk@gmu･edu
WEBCONTACT:E暮ectroPubs

PHONE:(703)993-1000
UPDATE:3/26/01

http://policy.gnu.edu/genJloc･htm より
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別添2

AI)MmISTRATION
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FACULTY

NAM【E TⅠTLE E_h4Am

MarkAddleson AssociateProfessor,PSOL maddreso@osfl.Qmu.edu

DavidJ.Armor ProfessorofPublicPolicy darmor@_qmu.edu

AnnBaker AssistantProfessor,PSOL abaker1@_qmu.edu

BrienBenson SeniorFellow,ResearchAssociateProfessor,MEC bbenson@_osf1.qmu.edu

LarⅣBowen UniversityProfessorofEducationandPublicPolicy lbowen@osf1.qmu.edu

KennethJ.Button DistinguishedVisitingProfessorofPublicPolicykbutton@osf1.qmu.edu

MinSooChoi VisitingResearchScholar cminsoo@_qmu.edu

ArnauldNicogossian VjsitingResearchScholar anicoqos@qmu.edu

DesmondDinan AssociateProfessoroflnternationalCommerceandPUblicPolicy ddinan@_qmu.edu

SteDhenFulJer ProfessorofPublicPolicy&RegionaIDeVelopment sfu"er2@osf1.qmu.edu

JonathanGifford AssociateProfessorofPublicManagement&PoJjcy,DepartmentofPublicandlntemationaJAffairsDirector.M.S.,ProfessionalStudiesinTransportationPoJicy,Operations&Logistics,TheSchoolofPub暮icPoLicy iQifford@qmu.edu

ThomasGulledqe ProfessorofPublicPoricyandEnglneerlng quJledqe@-osf1.qm_U.edu

如 上 吐出 Professor,PSOL hiqhdi@_mindsDrinQ.con

ChristoDherT.Hill ProfessorofPublicPolicyandTechnology chi"2@osf1.qmu.edu

DonKash HazeLProfessorofPublicPolicy dkash@osf1.QmU.edu

ToddLaPorte VisitingResearchAssociateProfessol tlaDOrte@Qmu.edu

SevmourMartinLiDSetHazelProfessorofPublicPolicy slipset@osf1.QmU.edu

StuartMalawer DistinguishedProfessorofLaw&lnternationalTrade stuartmaJawer@_msn.com

ConnieL.McNeelV AssociateProfessorofPublicPolicy C甲Cneelv@qmu.edu

JohnN.Paden RobinsonProfessoroflnternationalStudies ipaden@qmu.edu

JeanPaeHnck Disting山ShedVisitingProfessorofPublicPolicyiDaelinc@_osf1.qmu.edu

WaVnePerⅣ ProfessorofPubLicPolicyandOperationsResearch wDerrV@_OSf1.qmu.edu
JohnPetersen Professor JEP@qmu.edu

JamesPfiffner Professor,DepartmentofPublicandlnternationalAffairs pfiffner@_qmu.edu
KennethA.Reined AssociateProfessorofPubLicPolicy kreinert@_qmu.edu

G.ChrisRodriqo AssociateProfesso｢ crodriqo@_osf1.qmu_edu

CatherineRudder ProfessorofPublicPoljcy rudder@ qm u.edu

Stephe∩Ruth Professor,Director.lCASIT ruth@_qmu.edu

LaurieSchintler AssistantProfessorofPubLicPolicy lschintl@_osfl.qmu.edu

EdqarSibJev fUniversityProfessor esibley@_Qmu.edu

RainerSommer LAssociateProfessorofPublicPolicyandE∩terprlSeEnglneering rsommer@qmu.edu
ToioThatchenkeⅣ AssociateProfesso｢,PSOL ioseDh(鞄osf1.qmu.edu
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RESEARCHFACULTY

NAME

OmerAksu

灯homasBlau

MarshallFerrin

FrancoFurger

JoelGarreau

ぎResearchProfessor

ResearchProfessor

TITLE

SeniorFe=ow,InformationSystemsand
Peacekeeplng

Director,fnternationaIBusinessDevelopment-
MEC

AssociateProfessor

ResearchProfessor,VVashingtonPost/Edge
Cities

ResearchAssistantProfessor,MEC

ResearchProfessor,DirectorofCo仙nulng

ゃareerprogram,MEc

Researchh1StrUCtOr,MEC

ResearchAssistantProfessor,MEC

E-ⅣlAIL

≡tblau@,qmu.edu

厄davis@osfl.qmu.edu

蔓mferrin@qmu.eduき

沖urqer@osfl.qmu.edu

]Rarreau@we"･COm

3Phall@qmu.edu

ifhoban@_qmu.edu

恒ain@_qmu･edu

JodyKeenan ResearchAssistantP｢ofessor,MEC ikeenan@qmu.edu 毒

lvanKing 苫SSETegkeAediYnngct,p.TiOcf,?sss詣 Programin ukinq@qmu.edu

RaiendraG.Kufkarni ;AssistantResearchScientist,MEC 毒rkutkarn@_osf1.clmU.edui

Pau‖neLeitch Director,BusinessResourceCenter,SPP 趣 itch@-qmu.edu

MarkMagglO Researchーnstructor 匝maqqio@qmu一edu

MichaJMcElwain DirectorofExtemaIPrograms 葦mmcelwai@qmu.edu

ArthurMelmed ResearchProfessor,EducationandlnformationTechnoー09y amelmed@osf1,qmu.edu】

ToshiyukiOshjma VisitingProfessor toshima@qmu.edu

iJamesReqan ResearchAssistantProfessor,MEC ireqan@_qmu.edu

CarlosSluzki Researchlnstructor csluzki@_qmu.edu

KathyWheeler Researchlnstructor 毒kscutt@qmu.edu≡

ASSOCIATEDFACULTY

FAAVisitingSeniorResearchProfessor,
MEC

Professor…RandoJphFlood
FrancJSFukuvama
J.ThomasHennessey.Jr･

ミRobertPerito

弓Professor
≡ResearchAssistantProfessor

≡professor
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STAFF

TITLE

妻JenniferArnold

'Darce"e Campbell

JessicaCogen

言SeniorProgramSupport
AdministrativeAssistant,International

蔓commerceapolicyprogram

Assistant,SPP

E-h4AIL

榊eonard@qmu.edu

萱dcampbe3@qmu.eduj

icoqen@qmu.edu

Lastupdated:Saturday,March16,200203:28:ll
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名称 (和文)

(英文)

(原語)

住 所

マサチューセ ッツ工科大学 技術 と政策プログラム

MITTechnologyandPolicyProgram(TPP)

77MassachusettsAvenue,Rm.E40-215,Cambridge,MA02139

(地図 有 ･○無)

立地点については以下の記述あり

TheProgram ishousedattheeastendofcampusandadjacentto

KendallSquareinBuildingE40

主 要 業 務 大学院における教育 と研究

1)教育

重要な技術に関する問題においてリーダとな りうるよう､技

術 と政策に両面について (企業や政府機関等での研修 を通

じ)実践的な教育を行 う｡技術革新の成果を社会-活用 して

いくとい うMITの役割に対 し最も貢献 している｡

修士課程

(MasterorScienceProgram)

博士課程

(Doctoralprogram inTechnology,Management,andPolicy)

理工系と法学､経済学､社会学等を含む分野横断的な教育を

行 う｡

卒業生は企業や政府機関において､技術政策の専門家 として

活躍 している｡

2)研究

研究は3つの方向性に基づき実施する｡まず､大規模システ

ムにおける問題解決型の研究､次に同じくその方法論につい

て､最後に企業や政府における意思決定システムをより良く

するための研究である｡

組 織 構 成 TPPFacultyCouncil(運営会議)

Admissions&.FinancialSupportCommittee

AcademicAdvisingSupportCommittee

CurriculumCommittee

ThesisReviewCommittee

TMPCommittee

(別紙 有 ･○無)
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職員数及び研 究 スタ ッフ数 (現時点で不明)

年 間 予 算 (現時点で不明)

創設時期 .袷革等 (歴史についてはHP改定中 掲載次第加筆)

コンタク ト ･Name:

パーソン ･Title:

･Tel.:+1.617.253.7693

･FaX:+1.617.253.7568

･E-mail:tpp@mit.edu

･URL:http://tppserVer@mit.edu/

その他 1989.6 Neufville所長 (当時)と川崎所長 (当時)の間でMOU

特記事項 署名 (期間設定せず)○

1995-96 坂本修一氏 (H4科技庁入庁､現国際統括官補佐)留

(作成者 :科学技術動向研究センター 横田慎二 ;2001年 12月)
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名称 (和文)

住

科学 ･政策 ･業績センター

CenterfわrScience,Policy,&Outcomes(CSPO)

所 1ThomasCircle,NW,Suite1075,Washington,DC20005

(地図 有 ･○無)

主 要 業 務 (主なプロジェクト)

○ 異なった研究形態からの選択

･新科学技術政策

･科学技術とその運命

･保健研究 について社会的成果 のマ ッピング (Societal

outcomesmapfわrhealthresearch)

･知識の不平等に対する理解

○ 必要とされる知識形成に調和した研究プログラムの設計

･地球システムの研究による社会的利益の抽出

･公共政策の予測

･結果として起こった予期せぬ問題に対する研究計画

○ 新しい知識とイノベーションによる利益の増大

･ナノテクノロジーと社会

･公共サービスにおける基礎研究

･科学と社会的価値

･キャリアにおける構造的な障害

(教育について)

･科学者､意志決定者などの数を増やすために教育プログラム

を設定

･ボス ドクの研究員､大学院のリサーチアシスタン ト､学生イ

ンターンに対し､政策形成過程を直接センターで体験させる

プログラムを開始｡

･現在､科学技術分野で働く大学院生に対して､政治活動に直

接参画する､あるいは講義､セミナーなどを通じて社会の中

で科学を学ぶためのコースを開発中｡

組 織 構 成 ○センター長 :Chair
･MichaelM.Crow氏 (コロンビア大)

○ 事務局 :ManagementCommittee

･BarryL.Bozeman氏(ジョージア工科大)､DanielSarewitz

氏 (コロンビア大)
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○On-SiteandCollaboratingFacultyandStaff(25名)
･LewisM.Branscomb氏 (ハーバー ド大)､RichardNelson

氏 (コロンビア大)他

○2つの諮問委員会
･BoardofVisitors(NealLane氏 (前大統領科学顧問)､Albert

H.Teich氏 (AAAS,S&TProgramディレクター)他 16名)

･AcademicAdVisoryBoard(DianaHicks氏､DonE.Cash

氏他 16名)

(別紙 有 .○無)

職員数及 び研 究ス タ ッフ数 不明

年 間 予 算 不明

創設時期 .袷 ･1998年に組織の概要が示され､1999年に活動開始o設立当

革等 時は､中堅の研究者､客員研究官､ボスドク､インターンの

学生などが中心○

･センターのスタッフはNSF､NationalResearchCouncil､

NASA等の機関の組織に入っていたり､助言を求められたり

している○

コンタク ト ･Name:

パーソン ･Title:

･Tel.:202-776-0370
･Fax:202-776-0375

･E-mail:cspo@cspo.org

･URL:http:〟www.cspo.org (作成中)

その他 2002年 3月 4日､RⅠSTEX-NⅠSTEP合同セミナーでのDaVid

特記事項 H.Guston氏(米国 ニュージャージー州 .ラ トガ-ス大学)の

(作成者 :企画課 藤原 志保 ;2002年 3月)
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名称 (和文) 世界技術評価センター

(英文)iworldTechnologyEvaluationCenter,Ⅰnc.

(原語) 同上

住 所 4501,NorthCharlesStreet,Baltimore,Maryland,USA

(地図 有 .○無)

主 要 業 務 ･日本および世界各国の科学技術動向調査

(添付資料 :WTEC報告書一覧)

組 織 構 成 (別紙 有 .○無)

職員数及 び 不明

研 究 ス タ ツ WTECの主要メンバーは以下のとおり○

フ数 ･Mr.R.D.Shelton,President
･Mr.GeoffreyHoldridge,VicePresident
･Dr.Y.T.Chien,VicePresident
･Mr.BobWilliams,DirectorofFinance
･Mr.RoanHorning,DirectorofInformationTechnologies
･Ms.LauraPearson,DirectorofAdministration
･Mr.StephenGould,ProjectManager
･Ms.GalinaPaikouch,OfrlCeManager

年 間 予 算 不明

創設時期 .袷 ･米国商務省が中心となり日本および世界各国科学技術に関す

革等 る研究開発動向を網羅的に調査している○

･LOYOLAというメリーラン ド州の小さなCoHegeの付置研究所

で､NSF,DARPA,AFOSR,ONR,ARO,NASA,NⅠST,DOE,NⅠH,

など静々たる機関がFundのスポンサーとして連なっている○

･1989年設立当初 は､JTEC(JapanTechnologyEValuatlon

center)と称 し､主に日本の科学技術開発動向を調査する目

的で運営されていたが､1998年にその役割を終えたとして現

在のWTECに改称された○

ごく最近では､2000年から各国のナノテクノロジーおよびヒ

ト組織工学に関する網羅的な調査を行い､2002年 1月にFlna1

Reportを発行 している○

コンタク ト Name:KeijiMorokuma

パーソン Title:WilliamHenryEmersonProfessorofChemistry

Director,CherryL.Emerson CenterforScientific

Computation
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Fax:(404)727-6586

E-mail:morokuma@emory.edu

URL:http:〟www.wtec.org/

その他

特記事項

ナノテクノロジーの調査には､エモリー大学諸熊圭治教授も評

価委員として参加 してお り､日本の大学や産業界の現地調査

に来日している｡

･研究成果はウェブ上で公開されており､調査もオープンで行

われている｡

･諸熊教授によると､日本の企業にも調査協力を要請したが､

企業秘密を理由に数社から拒絶されたとの由｡

(作成者 :第 1調査研究グループ 鈴木 研一 ;2002年 3月)

その他参考資料

･WTECPanelReporton

-ApplicationsorMolecularandMaterialsModeling

-TissueEngineeringResearch

･MicrosystemsResearchintheUnaitedStatesACriticalOverview
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匝垂司 WTEC,In°.
VVorldTechnologyEvafuatl-onCenter,Inc.

･WTECStudyonMicroelectromechanicalSystemsinJapan.

｡ 車 ThepanersviewgraphsfromtheworkshoponJanu叩 18,2002.

0VolumeofsitereportsfromthepanersvisittoJapaninNovember2001

.申 ThefinalreportfromtheLoyola/WTECstuOyonTissueEngineeringResparchis
available.

･車 TheflPalreponfrom theLoyola仰TECstudyonApplyingMolecularandMaterials
ModelinglSavailable.

･TheWTECstudy9nSpin_Electronics

oThere-scheduledWTECWorkshoponSpinElectronicswasheldonFriday,November
2,2001.Theviewgraphsfrolnthisworkshopareavailable.

oSpinElectronics:HighlightsofRecentUIS.ResearchandDevelopmentActivitiesin
Spin革lectronics
(handoutprovidedtoEuropeanarldJapaneseresearcherswhohostedthepanerssite
visitsinthespringandsummerof2001)

･ClickhereforprevioqsWTECreportsavailableonthiss弓rVer.

WTECis血enation-Sleadingorganizationthat
conductsintemationaltechnologyassessments.
Duringthe1990S,itwascalledtheWorld
Technology(WTEC)Diヽ′isionofLoyola
College.h2001,WTECwasspunoffintoa
separate(Delaware)non-profitcorporation.
ThesespinOffplanSaredescribedat
http:/!itri_.loyQla.Pdu/itri,

WTEC,Inc.continueswiththesamestaff:

｡Dr.良.D.Shelton,President

･Mr.GeoffreyHoldridge,VicePresident

●Dr.Y.T.Chien,VicePresident

●Mr.BobWilliams,DirectorofFinance

･Mr･RoanHomlng,Directorofhfomation
TechnologleS

.Ms.LauraPearson,Directorof
Administration

･Mr･StephenGould,ProjectManager

･Ms.GalinaPaikouch,OfficeManager

Asanon-profit,WTEC,Inc.iseligiblefor
grantsanddonations.lthasappliedforIRS
501(C)3.statusin2001.

http:〟www.wtec･org/より



ReportsAvailableonThisServer
Wearecontinuallyworkingtoimprovethereports,andtoprovidemorereportsontheWebServer.
SomereportscanalsobefoundinAdobe@Acrobat@format･AllWTECProgramReports(more
than50studiescoveringvariousfieldsofinternationalS&T)areavailableinhardcopyfromthe
NationalTechnicalhfomationSeⅣice(NTIS).血addition,Someolderreportscanbefoundinplain
textand/orWordformat.

ToreserveacopyofthefinalreportsinhardcopyorCDROMmediaatpre-publicationpnces,please
sendemailtoreports@itri.loyola.edu.Formoreinformationonthesestudies,pleasesendemailto
www@itri.loyola.edu

･EnvironmentallyBenignManufacturing(2001)
IFinalReportinPDFFormatl

･WirelessTechnologiesandInformationNctworks(2000)
IAbstractLExecutiveSummaryITableofC9ntentSI
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名称 (和文) 未来技術研究所

(英文) ⅠnstitutefbrProspectiVeTechnologicalStudies(ⅠPTS)

(原語)

住 所 WT.C.ⅠsladelaCartuja,E-41092SeVilla,Spain

(地図 有 .○無)

主 要 業 務 ･任務は､技術発展とその応用に関する情報を収集､分析し､
加工してヨーロッパの政策決定者に伝えること○

･科学技術の発展を見極めることが重要な技術的事項を取り上

げ､先端技術の視点と社会経済的､政策的視点を結びつけた

分析を実施○
(テーマ)未来予測プログラム､地域の科学技術連携､情報社会の構築､
ライフサイエンスと社会-のインパクト､環境と社会､エネ
ルギーと持続可能性 ､等

･主なクライアントは､欧州委員会及び欧州議会○

･EU 圏内の大学､研究所等を主要メンバーとする ESTO

Networkを運営､クライアントからの広範な要請に対応○

組 織 構 成 4ユ ニ ッ ト構 成 (TechnologyforSustainableDevelopment/
Technology,Employment,Competitiveness,andSociety/LifeScience
& InformationandCommunicationsTechnology/Management
Support)

(別紙 有 .○無)

職員数及び 107名 (1999年 12月)

研究 スタッフ数 (内訳)研究スタッフ69名 (うちパーマネント25)
サポー トスタッフ38名

年 間 予 算 組織予算は､1200万ユーロ (1999年度)
別途､競争的資金を獲得 (2000年度は220万ユーロ(組織予算の18%
に相当))

創設時期.袷 欧州委員会DGのJointResearchCenter下の研究所○

草等 科学技術の発展が政策決定プロセスにおいてますます重要な位
置を占めることになったことから､科学技術と社会の橋渡しを

することを目的として､1994年に設立○

コンタク ト ･Name:GustaVoFahrehkrog

パーソン ･Title:ActingHeadorUnit
･Tel.:+34-95-4488-361

･Fax:+34-95-4488-359

･E-mail:酢lStaVO.fahrenkrog@jrc.es

･URL:http:〟www.JrC.eS

その他 ･2001.3 永野総務研究官ⅠPTS訪問

特記事項 ･2002.2 Dr.Jean-MarieCadiou所長来訪､国際シンポジウ

(作成者 :科学技術動向研究センター 横尾淑子 ;2001年 12月)
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名称 (和文) 英国サセックス大学 科学政策研究ユニット

ScienceandTechnologyPolicyResearch Unit(SPRU),
UniversityofSussex,Brighton

住 所 MantellBuilding,FalmerBN19RFBrighton,UK
(地図 ○有 ･無)

http://www.sussex.ac.uk/press_Officenocation/参照
主 要 業 務

組 織 構 成

･科学技術とイノベーション(STI)政策及び STIマネジメン ト
に関して世界をリー ドする研究機関

･96年の英国の統一研究評価 (RAE)においてGrade5(上位
から2番目)の高い評価を獲得

<主要目的>

(1)STIの開発及び社会-のインパクトに関するスタンダー ド
を学術的に研究すること

(2)世界経済におけるSTIの役割に関し､経験に基づきデータ､
手法､コンセプ ト､理論などを新しく研究すること

(3)大学院生の トレーニング (理学修士､学術修士､学術博士)
(4)将来のSTIの諸課題を理解し､対応すること
(5)英国及び世界の政策立案者に対し､科学技術開発に係る経済
的 ･社会的 ･政治的諸課題につきア ドバイスを行 うこと

(6)競争力強化に向けた STIのマネージに必要なツール ･技術
を企業と共同で開発すること

<主な研究テーマ>

･産業界 ･企業における技術 ･イノベーション

(イノバテイブな企業の戦略 ･構造 ･ダイナミクス､複合生産

システムにおけるイノベーション､国防産業における技術変

革､バイオ技術における研究 ･イノベーション､内生環境で

のイノベーション)

･科学技術と開発 (研究システムの再編成､市場主義移行経済

の技術 ･イノベーション､アジアの工業化における技術ダイ

ナミクス､技術と社会的結合､開発のための情報技術)

･エネルギー･環境政策(技術と自由化､エネルギー市場と規制､

エネルギーの持続性保持､環境政策の新たなアプローチ､環

境 ･消費者保全 :政策プロセスの分析)

･技術統治と規制 (不拡散体制における技術管理､情報 ･通信

技術政策､情報化社会の政治学と経済学)

<近年設立された3研究センター>
･コンプレックス生産システム ･イノベーションセンター

(Cops):高付加価値の複合工業製品 ･システムに係る知識
の拡大を目的として 1996年設立 (英経済 ･社会研究会議の

コア ･フアンディングによる :Brighton大学イノベーショ
ン ･マネジメント研究センター及び産業界との共同プログラ

ム)
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･イノバテイブ製造技術講座 (ⅠMⅠ):建設セクター等のプロジ

エクト型産業におけるパフォーマンス改善を目的とした研究

プログラム (英国の大手建設会社､主要アカデミー等の協力

により1996年設立)

･情報 .ネットワークと知識 (ⅠNK):情報 .通信技術システム
及び知識体制が社会 .経済 .文化生活の再構築に果たす役割

を分析 (先進国.途上国の経験に即した研究の組合せにより､

イノバテイブな知識ベースの開発を進める社会が直面する諸

課題に関する理論 .実践的対応の発展､社会 .経済的利益の

ための政策 .ビジネス面のプラクティス向上を目指す)

(別紙 有 .○無)
httT)://www.Sussex.aC.uk/sDruJcontact/staff.cfm参照

職員数及び ･研究者数40名 (社会科学 .自然科学 .工学の多様な

研究スタツ バックグラウンドを有する学際研究チーム)

フ数/主要 ･理学修士課程 (科学技術政策及び技術革新マネジメントの2

教育プ ログ コースから構成):毎年約40名受入れ (1年)

ラム ･学術修士 .博士課程 :毎年 15-20名受入れ

･TAGSプログラム (自由に授業と研究を組み合わせて履修す

るコース):毎年若干名受入れ

-合計約 100人の学生が常時在籍 (出身学部の制約なし)

･研究スタッフ1名当たりの学生数は平均2.5名

年 間 予 算 非営利機関 :研究会議 .財団からの助成金､政府 .産業界 .国

際機関<EU､OECD､世銀､国連機関>からの委託研究､教育によ

り予算確保 (財源の多様性による中立性 .公平性を重視)

創設時期 1970年代

コンタク ト ･Name:M.E.Win°er
パーソン ･Te1.:+44-1273-686758

･FaX:+44-1273-685865

･E-mail:M.E.Winder@sussex.ac.uk

･URL:http://www.sussex.ac.uk/spru/

その他 1988.12 前 SPRU研究員 .馬場靖憲氏を第 1研究グループ研

特記事項 究員として受入れ

1989.5 研究協力覚書締結

1990.6-1991.8 SPRU講師DrDianaHicksをSTAフェロー

研究員として第 1研究グループに受入れ

1999.10-2000.9 赤池伸一氏 (H4科技庁入庁､現国際交流官

(作成者 :企画課 斎藤尚樹/藤原志保 ;2002年2月)
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http://Ⅵww･sussex･ac･uk/press_ofncenocation/より

ヰスタッフリス トはhttp‥〟www･sussex･ac･uk/spru/contact/staff.cfm参照
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名称 (和文) マンチェスター大学大学院 工学 ･科学技術政策研究所

POLICYRESEARCHINENGINEERING,
SCIENCE&TECHNOLOGY(PREST)

住 所 OxfordRoad,ManchesterM139PL,UK
(地図 ○有 ･無)

1.研究水準､教育水準

(1)研究評価5(2001年):5*に次ぐ最高級評価｡｢研究成果の半
数が国際的に卓越 した水準にあり､残 りの活動のほぼ全てが

英国内最高水準｣であることを証明｡

(2)ティーチング･クオリティ･アセスメント(教育の質的評価)
(2001年)は最高評価

2.研究領域
(1)イノベーション､技術マネージメン ト研究

○リサーチ ･カウンシルの継続的なグラン トにより､長期的

研究プログラムを構築

○技術変化の動的視点や競争状況における技術の発展とユー

ザーの要求の相互作用を重視｡

○情報通信技術のイノベーション､情報社会の変遷､環境問

題に係る生産 ･プロセス ･サービス ･政策イノベーション

等､特定領域の集中的研究を実施｡

○サービス部門におけるイノベーション研究｡イノベーショ

ン ･システム､政策研究を通じての国家状況の考察｡

OPRESTスタッフは､社会経済カウンシルが設立したESRC
CentreforResearchonInnovation&Competition
(CRIC)(技術革新 ･競争研究センター)のプログラムに密
接に参加｡サービス部門におけるイノベーション ･システ

ム､イノベーション研究に参加｡

(2)科学技術政策研究
○構造的､文化的､国際的な協力に着目した活動を通じて､

科学技術政策の形成から､科学技術とガバナンスの関係に

ついての調査活動に至るまで､広範な研究活動を実施｡

(3)技術予測研究

○技術及び政策の発展を予測する観点からの研究

○英国及び海外の技術予測活動の設計

○科学技術の特定の領域における開発戦略､特定技術の予測

研究､テクノロジーアセスメント等の手法の開発 ･評価等

(4)研究評価研究

○科学技術政策 ･プログラムの評価は PRESTの研究活動の
中心の一つ.
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○政策立案者は､競合する領域間の資源配分や貨幣価値-の

換算の決定の基礎となる情報を必要としており､研究やイ

ノベーションの誘導､評価手法の開発 ･設計､政策 ･プロ

グラムの効率性､効果性､適切性の確立を目的とするシス

テムの実施を含む領域を研究｡

OEUREKA計画､JET､ヒューマン･フロンティア ･サイエ

ンス ･プログラム(HFSP)の研究評価等の実績｡

3.教育

･世界各国より45人以上の大学院学生を抱える｡
1.メインコース

①MScinTechnicalChange&industrialStrategy
科学技術政策研究及び技術マネージメントに関するハイレ

ベルの教育を提供する1年制 トー トコース｡英国社会経済

カウンシルの奨学生対象で､最新の教育評価 (QQA)でも
その質の高さが証明されている｡

@DoctoralProgrammeinScience&TechnologyPolicy
科学技術政策の博士課程で､30人の学生が活動｡

2.エグゼクティブコース

① Manchester Executive Programme in Technology

Management
経験あるマネージャーに対するトレーニングプログラムを

Manchester Federal School of Business and

Managementを通じて提供｡

3.ショー トコース

①研究評価､技術予測 (集中コース)

② ｢技術政策 :キーイシューと戦略｣

ブリティッシュ ･カウンシルのためにPRESTが運営して

いるコース｡英国及び各国の学者､リサーチ ･カウンシル､

政府高官が参加｡

③その他､各機関の要請に応じたショー トコースを提供｡(例

えば近年では東南アジアの電力会社に提供｡)

組 織 構 成 OPRESTの大きな特色の一つは､欧州最大のマネージメン ト

及びビジネス (特に科学技術 ･イノベーション研究)にお

ける学問的専門家の集合体である MancbesterFederal

SchoolofBusinessandManagementの構成メンバーであ
り､UMIST (マンチェスター工科大学)マネージメントス

クールやマンチェスタービジネススクール(MRS)等､研究

活動､その他での関係が深い点である｡

○特に､ESRC (社会経済カウンシル)が設立した ESRC
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CentrefbrResearch on ⅠnnoVation & Competition
(CRⅠC)(技術革新 .競争研究センター)が設置され､緊密

な研究協力が進められており､2002年夏には､PREST､

CRⅠC等が新しい施設に移転される予定であり､更なる活

動の緊密化が図られる○

○学生は PRESTに限らず､これら広範な研究活動の中で､

自らの研究指導､研究リソースを享受することができるo

職員数及び研 究スタ ッフ数 ･常勤スタッフ数 :約 20人

年 間 予 算 ○PRESTの年間研究費は約 100万ポンド

○またCRⅠCの研究費として更に50万ポンドを有するo
○主たる資金源はリサーチ .カウンシル､英国政府､EU 及

び他国政府であるo

○この他､企業のシニアな経営者からなる ｢技術戦略フォー

ラム｣を運営o

創設時期 ○学部創設以前よりマンチェスター大学には､英国の科学政

策研究の創始者たちによる活動が行われていたが､1965年

に現在のPREST前身機関として学部 (liberalStudiesin

Science)が設置されたo

○その後､1977年､マンチェスター大学社会科学 .法学系の

研究機関としてPRESTが設立され､1990年､学部機能を

吸収し教育を引継ぐ形で現在に至っている○

コンタク ト ･Name:Lesley Price
パーソン ･Tel.:+44-161-275-5921

･FaX:+44-161-273-1123

･E-mail:

･URL:http:meg.man.ac.uk/prest/
その他 1.我が国の機関との関係

特記事項 ○科学技術政策研究所との関係

過去 3人のフェローを科学技術政策研究所に派遣している

他､協力協定を締結○また､PRESTの所長は過去2回､科
学技術政策研究所の機関評価を依頼されている○

･1992.4-1993.9 TimothyEricRay氏 (1研)
･1994.8-1996.8 BrendanG.Barker氏 (1研)

･1997.12-1998.11 JohnMarkBoden氏 (1研)

･1998.3 Dr.LukeGeorghiou所長来訪､当研究所の機関
評価を実施

･1998.10 Dr.LukeGeorghiou所長来訪 (10周年記念カ
ンフアレンス)o

･2000.3 Dr.LukeGeorghiou所長来訪､機関評価フォロ
-アップ

○東京大学､政策研究大学院大学との関係があり､また英国
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省 ｢次世代ロボテイクスプログラム｣ の評価を三菱総研と

共同で実施｡

2.ブリティッシュ ･カウンシルとの関係

○ブリティッシュ･カウンシル東京の前科学担当官をPREST
より派遣｡(現在､ブリティッシュ･カウンシル ･ソウルの

科学担当官)

○この他､EU諸国､その他にもスタッフを派遣｡
3.留学生の受け入れ実績

○世界 70カ国以上からの外国人留学生の受入実績があり文

部科学省 (旧文部省､旧科学技術庁)､日本の民間企業等か

ら正規留学生､研究生を受入れ｡

･1996-97 松津孝明 (H 元科技庁入庁)が留学､修士号取

得

4.その他

○マンチェスターはもともと産業革命の中心で､現在は4つ

の総合大学を有する欧州有数の大学都市｡

○中でもマンチェスター大学は 1851年設立の英国で最も歴

史のある旧制大学 (通称 ｢赤レンガ大学｣群)で､過去 19

のノーベル賞に関係し､最新の研究評価においてもほとん

どが最高水準の5を受けるなど高い評価を得ている｡

○特に､ライフサイエンス､物理等において高い水準にあり､

またインキュベーター､サイエンスパーク等､研究の商業

化の点でも英国の先駆的地位を占めている｡このような背

景が､科学技術政策研究の中心地としての土壌にある｡

○さらに､近年､マンチェスター大学とUMISTは合併を宣
言しており､質的にも､オックスフォー ド､ケンブリッジ､

ロンドンに対抗する英国最大の大学が創出されることにな

る｡

OPRESTはその組織的性格上､ビジネススクール等との関係
が深く､また､教授法等の教育においてはディスカッショ

ンを中心とした少数精鋭による授業が採用されている｡

(作成者 :基礎基盤研究課 松滞孝明 ;2002年3月)
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PRESTislocatedonthethirdmooroftheMathematicsBuilding,anineteen-storeytoweronthemain

UniversitycampusonOxfordRoad,justsouthofthecitycentre.SeeoverleaffbrCamp〟sMap.

ByRoad
Al一approachroutesintoManchesterareclearlyslgnpOSted̀Universities'.

Parking
ThenearestparkinglSintheBoothStreetEastCarPark,locatedjustbehindthebuHding,andaccessed斤omBoothStreetEastA
largemulti-storeycarparkhassubstantiallyIncreasedthepTOVISionofspacesavai一abletovisitorsatthislocation.

PublicTranspoT･t

llleUniversityisextremelywell-servedbybusesfromtheCityCentre,withservices什omtheBusStationatPICCadiHyGardens(a
shortwalkfromPiccadillymainlineTallwaystatlOn)inparticulartravelllnga)ongOxfordRoadeveryfewminutes.

TaxiFares

FromManchesterrailwaystations,atypicalfaretotheUniversitycampuswou一dbe£2.50-£3.50.FromManchesterAiTT)Ort,a
typicalfarewouldbearound£9.00.

PRESTPOUCYfESEAFtN～ENEmSCmATM

ThirdF一oor,MathematicsBuilding,
TheUniversityofManchester,
OxfordRoad

ManchesterM139PL

Ter'+44(0)161-2755921/5900 Fax'+44(0)161-2731123 Web:http:mes.man.ac.ukIPREST/
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PRESTislocatedonthethirdf一oorortheMathematicsBuilding,anineteen-storeytoweronthemain
UniversitycampusonOxfわrdRoad,justsouthofthecitycentre.SeeoverleaffbrManchesterAreaMap･
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名称 (和文) 独フラウンホ-フア協会システム .イノベーション研究所

(英文) FraunhoferInstitut,eforSystemsandlnnovationResearch
<FhG/ⅠSⅠ>

(原語) FraunhoferInstitutSystemtechnikund

ⅠnnoVationsfbrschung

住 所 BreslauerStrasse48,D -76139Karlsruhe,Germany

(地図 有 .○無)

主 要 業 務 ･以下の各分野及び分野横断的イノベーション戦略に係る調査

研究

-イノベーション .サービス及び地域発展

-技術分析及びイノベーション戦略

-バイオテクノロジーのイノベーション

-生産におけるイノベーション

-コミュニケーション .システムにおけるイノベーション

-エネルギー技術及びエネルギー政策

-環境技術及び環境経済

- 主なクライアントは独連邦教育科学研究技術省､同経済 .環

境省､EU総局､独国内各州政府､民間企業､通商団体等

組 織 構 成 (別紙 ○有 .無)

職員数及び ･1998年度常勤スタッフ総数 135名 (うち研究者 70名)､そ

研 究スタ ツ の他スタッフ90名 (客員研究員､大学からの支援要員等)

フ数 ･常勤研究者の専門分野は自然科学 (物理､化学､生物学､水

文学､地理学等)､工学 (プロセス工学､機械工学､食料科学､

農学等)､経済学 (政治経済学､MBA等)､社会科学 (社会

学､政策科学等)及び経済工学等の学際領域

･常勤研究者の60%はⅠSⅠに5年以上在籍､40%以上が学位保

持､14名の若手研究者が学位取得準備中 (98年度)○自らの

研修 .学位授与機能はなし

年 間 予 算 ･98年歳入予算額20,9百万DM (対前年比22%増 :うち外部

収入 17.1百万DM､協会からのファンド3.8百万DM)

･歳入のうち56%が独連邦政府､16%がEU.各州 .地方自治

体､17%が産業界､11%が研究推進機関等より

(受託研究収入の4分の3は民間企業 .地域機関から)

創設時期.袷 ･1972春 フラウンホ-フア協会の科学技術中心のデイシプ

革等 リンを技術､産業及び社会の境界領域に拡大すべく､当該分
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ニシアテイブにより設置 (Krupp氏は89年まで所長を歴任)

コンタ ク ト ･Name:DrHariolfGrupp

パーソン ･Title:副所長 (DeputyDirector)

･Tel.:+49-721-6809-156

･Fax:+49-721-6809-176

･E-mail:gru@isi.mg.de

･URL:htt:〟www.isi.mg.de

その他 ･1988.当研究所第 1研究G.井上研究員､短期在外研究員制度

特記事項 によりⅠSⅠ派遣

･1990.2技術予測に係る共同研究､研究者派遣.受入れ等に係

る協力覚書締結 (※2000.12失効)

･1998.3D~rGmpp副所長､当研究所の事前の機関評価を実施

(英 PREST.Georghiou所長との共同による)

･2001.3DrGmpp副所長､当研究所の活動状況のレビューを

実施 (英 PREST.Georghiou所長との共同による)

･2001.5当研究所 .永野総務研究官ⅠSⅠ訪問､イノベーション

研究等に係る意見交換 (Gmpp副所長､DrKoschatzky イ

ノベ-シヨン.地域開発部門長､DrThomasReilレ イヾオ技術

(作成者 :企画課 斎藤尚樹 ;2001年 11月)
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Vo rstand derFhG
Beratu ngundAufsl⊂ht

Betlieb

AL:KarトHorstKlee
Teiefon.+49(0)721/6809-104
SV:GernotEIIch
Telefon+49(0)721/6809-105

Presseund
OffentHChkeitsarbeit
K:GerhardSamulat
Terefon+49(0)721/6809-100
Sek UlnkeGLuts⊂h
Telefon+49(0)721/68091143

Kuratorium
lnfo｢matlOnUnd Bera tu n g

Institutsleitung

lL:Prof.Dr.FriederMeyer-Krahmer
Sek..⊂hnstlaneMalS⊂h,ElkePendl

Telefon:+49(0)721/6809-103/102

SV:Pro†.Dr.EberhardJoChem
Sek:RenateSChm】tz

Telefon:+49(0)721/6809-168

SV:PDDr.HariolfGrupp
Sek:MonlkaSllbereis

TeEefon二十49(0)721/6809-151

lnnovationsdienStleistungen
undRegionatentwkklung

AL:Dr.KnutKos⊂hatzky
SV:Dr.MarianneKuH⊂ke
Sek ⊂hnstlneSChadel
TeIefon+49(0)721/6809-138

lnnovationeninder

BioteChnoLogle

AL:Dr.ThomasReiB

SV:Dr.BarbeJHusing
Sek SllkeJust
-relefon+49(0)721/6809-189

∫BioteChnoLogie-Agentur
Baden-Wurttemberg

GF:Dr.HaraldPoth
SV:Dr.SibylleGaisse｢

fnformations-und

KommunikationsSySteme

AL:PeterZocheM.A.
SV:Dr.Dr,⊂astulusKolo

Sek.lrmgardWes501e⊂k
Terefon.+49(0)721/6809-301

UmweltteChnik

undUmweltpolitik

AL:Dr.HaraldHiessI
SV:Dr.RainerVValz
Sek.打eneNootb∂ar

Telefon+49(0)721/6809-124

Ho⊂hs⊂hulkooperation

GemeinsameFors〔hungsstelle
anderTUBergakademie

Frejberg

K.Prof.Dr.FranzPlesChak
lTelefon+49(0)371/39-3549

Universit6LouisPasteur
LehrstuhLfLirlnnovation5 -
6konomik

Strasbourg

K.Prof.Dr.F｢iederMeyer-K｢ahme｢
Telefon:0033/3/90414166

TeChnikbewertung
undLnnovationsstrategトen

AL:Dr.habH.StefanKuhlmann
SVl.Dr.Ulri⊂hSChmoCh
Sek EdeltraudGelbel
Telefon+49(0)721/68091174

lnnovationeninder
Produktion

A L:Dr.⊂arstenDreher
SV:JOrgenWengel
SV: Dr.JClrgenFleig
Sek∴HelkeFutte｢e｢
Telefon:+49(0)721/6809 -3 20

EnergieteChn ikund
EnerglePOTitik

A L:Dr.Hara.dBradke
SV:EdelgardGru ber
Sek.:BrigittaSChneider-E⊂kert

Legende
LL lnstrtutslelter

AL. Abtellungslelter
SV･ Ste‖ve｢t｢ete｢
GF: Ges⊂haftsfuhrer
Sek Sekret∂rlat
K. Kontakt
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OST-science,technologyandinnovationpollCyresearchinstitute

OST
ObservatoiredesSciencesetdes¶∋chniques

ObservatoiredesSciencesetdesTechniques【英語表記の脚 も仏語を使用する]

科学技術観測所

住所

主要任務

93,rueVauglrard,75006Paris,France

主要任務は,科学 ･技術 ･イノベーション活動に関する定量的指標を開発 ･生成す

るとともに,これらの活動に基づいて,フランスやヨーロッパといった規模で研究

の公共政策の甑略的分析や将来予測に参画することである.指標を取 り纏めたレ

ポートして,2年毎に …scL'ence&TechnologL'elndLIcaleurs(科学技術措虐)''を公表し

てフランスやヨーロッパの国々の科学技術の状況を地域 ･国 ･世界の各レベルで解

釈し分析しているほか,機関として主要な活動の状況を纏めたニューズレターとし

て,年約3回,"LDlettreOST(ラ･レトウル ･OST)"を発行している.その他にも,

個々の研究者らにより,研究政策に関する研究に従事し論文等を発表している.[以

上 hllp=www.Obs-osl.fr/osLfr/accueil,htrnをもとに作成した.]

なお,正式には,osTの設置根拠となっているconventionconstitutive(構成協定)の

第2条により,次のように規定されている:

･ 科学･技術･イノベーション活動に関連した量的指標のメンバー(すなわち,デー

タの収集やデータベースの構築を行っている桟関[訳註])と調整された構想と生産,お

よびヨーロッパおよび世界におけるフランスの位置に関するそれらの解釈.

･ これらの指標,および,指標によって生起されたり,osT自体,フランスあ

るいは外国の機関によって生産された分析の,直接的なあるいはパートナーと

の共同生産による,公表,普及,価値増大化.この普及は,とくに,広く公衆

に向けられた毎年あるいは隔年の書物の形態で行われる.

･ この種の指標の生産に関する方法論,これらの指標の正当性や信頼性の条件,

および,許される観略的あるいは将来に関する分析に関する知識の前進.

･ この (研究･調査 [訳註])領域を形成する努力-の参加.

･ この (研究･調査 [訳註])領域における国際的イニシアティブへの参加.

[以上,添付資料を参照せよ.]
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組鼓構成

OST-science,technologyandinnovationpollCyresearchinstitute

統治ならびに運営に関する機関として,以下の機関が置かれている :

･ Assembはegen6ral(総会)[構成協定第 18条に規定]

･ conseild'administration(経営会議-いわゆる ｢理事会｣に相当する)[構成協

定第19条に規定]

･ pr占sidentduConseild'administration(経営会議議長)[構成協定第20条に規定]

･ Directeurdugroupement(組合長)[構成協定第21条に規定]

･ conseilscientifique(科学会議)[構成協定第22条に規定]

[これらの機関の構成員や任務については,添付資料を参照のこと.]

なお,14の組合員で構成され,現在の組合員は次のとおりである :

･ MinistとredelaRecherche(研究担当省)

･ MinistとredelaDidense(国防担当省)

･ MinistとTedeHndustrie(産業担当省)

･ MinisteredesAffiresetTangとres(外務担当省)

･ Ministとredel'Environnement(環境担当省)

･ MinisttrederBquipement(設備担当省)

cNRS:Centrenationaldelarecherchescientifique(国立科学研究センター)

･ cEA:Comrnissariatal'energieatomique(原子力エネルギー庁)

cNES:Centrenationald'6tudesspatiales(国立宇宙調査センター)

･ INSERM :Institutnationaldelasantgetdelarecherchemidicale(国立保健 .医学

研究所)

･ INRA:Institutnationa一delarechercheagronomique(国立農学研究所)

IRD:Institutderecherchepourlediveloppement(発展研究所)

CIRAD:CentredecooperationinternationalenrechercheagronomlquePOUT】e

diveloppement(発展用農学研究国際協力センター)

･ ANRT:Associationnationaledelarecherchetechnique(技術研究全国協会)

[以上 http.www.obs-ost,fr/ostIfr/present.htmをもとに作成した.]

一方,osTのチーム (内部執行組織)については,小規模の組織であることもあり,

それほど明示的な階層は取られていない.以下のような役職が置かれている :

･ Directeur(所長(Director))[1名]

･ Directriceadjointe(副所長(Deputydirector))[l名 ;女性のため役職名は女性形であ

る]

･ Chefsdeprojets(プロジェクト長(seniorprojectmanagers))[3名]

･ charggsd'itudes(研究担当(Juniorprojectmanagers))[3名]
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OST-science,technologyandinnovationpolicyresearchinstitute

･ lnformatiqueetBasesdedonnies(情報 ･データベース(Dataprocessingand

databases))[3名]

･ Assistancedeprojets(プロジェクト補佐(projectassistance))[2名]

･ communicationsetdocumentaion(コミュニケーションおよびドキュメンテー

ション(Communicationanddocumentation))[2名]

･ Administration(管理(Administration))[3名 ;秘書や会計管理など]

[以上,http:www.obs-o告t.fr/osLfr/equipe.htmをもとに作成した.現在の担当者名や連絡先もこのサイトより

利用可能である.]

職月数 ･研究スタッ

フ数

年 間予算

上述の ｢チーム｣において示されているとお り,ほほ常勤の職員は18名であり,う

ち,研究スタッフは13名である.なお,この他に,非常勤で,プロジェクトに応じ

て参画する者もいると言われている.なお,公表資料等には示されていないが,GIP

という設立形態のもとではスタッフを雇用することができない.そのために,各ス

タッフとも,形式的には別の組級において雇用され,OSTに出向で来ているという

形態を取っているようである. その意味から,後述する年間予算は,研究スタッフ

の人件費を含まない純粋な研究費であるようである.

約8百万フラン (約 1.2百万ユーロ)で,うち約7百万フランが各組合員からの拠出

金によるものであり,残 りの1.3百万フラン (予算全体の約15%)が個々の契約に基

づ く作業に関するものである.[以上 涼付資料およびhttp=//www.obs-ost.fr/ost_en/present.htmを参

照せよ.]

創設時期 ･沿革等 osTは,GIP:Groupementd'IntiretPublic(公益組合)という設立形態に基づ く組織

であり,6年間の時限組続として1990年3月28日のアレテによって設立され,その

後,1996年5月26日に,さらに6年間の時限組織として更新され,現在に至ってい

る.[以上,hltp:www.obs-ost.fr/osLfr/present.htmをもとに作成した.]

コンタク トパーソン Name: Rimi BarTi(レミ･バレ)

Title: Directeur

Tel.: +33.1.42.22.30.30

Fax: +33.1.45.48.63.94

E･maiI: barre@obs-ost.fr

URL: http://www.obs-ost.fr/ost_fr/default.htm (仏語版)

http‥//www.obs-ost,fr/osLen/default.h上m (英語版)
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その他特記事項

その他参考資料

OST-science,techno一ogyandinnovationpoIJCyresearchinstEtUte

1994年 1月1日より3年間の期限付きで協力覚書が締結された.科学技術政策研究

における協働,情報交換ならびに研究者交流等が了解された.

1999年2月に協力覚書が締結された.科学技術政策研究における協働,情報交換な

らびに研究者交流等が了解された (失効日:2001年12月31日).

2000年3月15日に,植田企画課長 (当時)が,科学技術政策局調査課池田専門職 (当

時)および在仏日本大使館板倉書記官 (当時)とともにOSTを訪問し,BaTTg所長およ

び大久保プロジェクト･リーダー (当時)と面会し,双方の活動に関する情報交換を

行った.

2000年4月4日に,伊地知研究員 (当時)がOSTを訪問し,Esterle副所長および大久

保プロジェクト･リーダー (当時)と面会し,フランスの研究システム全般の状況に

ついて指標を扱っている観点から情報を収集 ･意見交換を行った.

また,1999年から2000年にかけて,大久保プロジェクト･リーダー (当時)が来日

された機会に当所を訪問され,小林総括主任研究官,富滞主任研究官,伊地知研究

負 (当時)らと面会し,とくに指標に関連した研究･調査について意見交換を行った.

そのほか,最近でも,欧州で開催される国際コンファレンスなどにおいて,小林総

括主任研究官や伊地知主任研究官はBaTri所長と接触する機会を有してきている.

(作成者 :第 1研究グループ 伊地知寛博,2001年 12月)
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添付資料

1998年5月12日

OnOST:ObservatoiredesSciencesetdesTechniques
OST (科学技術観測所)に関して

伊地知寛博

設立

osT‥ObservatoiredesScienceetdesTechniques(科学技術観測所)は,GIP‥groupementd'interetpublic(公益

組合)の一つである.GIPとは,1982年7月15日の法律第82-610号および1983年3月15日のデクレ第83-2桝

号に規定されている組織形態の種類であり,法人格と財政上の自律性を有し,研究･技術開発活動を行う公施

設間で構成され,決められた期間内だけ存続する.基本的には,法律第82-610号の下での公施設にまたがる

研究･技術開発活動を行うために導入された組織概念であるが,これが,OSTの設立の際に適用された.なお,

osTは,初め1990年に設立された.その後更新されて,1998年現在,osTは,このGIPという形態の下,convention

constitutive(構成協定)によって規定され,この構成協定は関係大臣のアレテ (Arretedu28mai1996approu-

Vantlaconventionconstituitivemodifiged'ungroupementd'interetpublic(公益法人の修正された構成協定を承認

する1996年5月28日のアレテ))によって承認されている.なお,現行の構成協定によって,1990年3月20

日および1993年6月8日に関係大臣によって承認された以前の構成協定は廃止され置換されている.

組織

osTは,1996年4月13日から6年間存続する [構成協定第4条].

osTは,次の機関の問で構成される [構成協定前文]:

畠tat,representgpar (以下によって代表される国家)

- MinistとrecharggdelaRecherche (研究担当省)

- Ministとrechargedel'畠conomie(INSEE:InstitutNationaldelaStatistiqueetdes丘tudes丘conomique)(経

済担当省 (国立統計 .経済学研究所))

- MinisterechargedelaDefense(DRET:DirectiondelaRechercheetdes丘tudesTechniquesduMinistとrede

laDefense) (国防担当省 (国防省研究 ･技術研究局))

- Ministerecharggdel'Industrie (産業担当省)

- Ministtrechargedel'Environnement(環境担当省)

- MinistとrechargedesAffaires6trangとres (外務担当省)

- MinistとrechaTgidel'Bqipement(設備担当省)

FranceTelecom(CNET:CentreNationa一d'丘tudesdesT616communications) (フランステレコム (国立通信

研究センター))

CNRS:CentreNationa一delaRechercheScientifique (国立科学研究センター)

INSERM:InstitutNationaldelaSantgetdelaRechercheMidicale (国立保健 ･医療研究所)

cEA:Commissariatal'丘nergieAtomique (原子力庁)

INRA二institutNationaldelaRechercheAgronomique (国立農業研究所)

cNES:CentreNationald'丘tudesSpatiales (国立宇宙研究センター)
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ANRT･.AssociationNationalpourlaRechercheTechnique (全国技術研究協会)

[したがって,OSTを構成する14メンバーの内訳は,7省,6公施設,1私的団体(ANRT)ということになる.

また,フランスでは,内閣が替わるたびに,大臣および組織としての｢省｣が所掌する任務が変わることから,

通常,法令では,その時点における特定の省の固有名称を用いないで,｢‥.担当省｣のように,任務によって
省を指し示す.]

osTは,資本金無しで構成されている [構成協定第6条],

また,OSTは,次のような権利 ･義務の割合となっている [構成協定第7粂]:

丘tat(国家):

- MinisterechargedelaRecherche (研究担当省)

- Ministとrechargedel'畠conomie(INSEE)(経済担当省)

- MinistとrechargedelaDgfense(DRET) (国防担当省)

- Ministとrechargedel'Industrie (産業担当省)

- Ministerechargedel'Environnement(環境担当省)

- MinistとrechargedesAffairesetrangとres (外務担当省)

- MinistとrechaTgidel'丘qipement(設備担当省)

FranceTelecom(CNET)

CNRS

INSERM

CEA

INRA

CNES

ANRT

計
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osTには,次の機関が置かれている.

1.Assemb16egin6rale (総会)[構成協定第18条]:

総会は,組合のメンバー全体で構成される.後述のConseild'administrationが場所やすべての権限を定め

るとなっているが,通常は機能しない.

2.ConSeild'administration (経営会議一理事会に相当する)[構成協定第 19条]:

President(議長一理事長に相当する),組合のメンバーである組織からのReprgsentantstitulaires(正資格代表

者)およびsuppliants(代理者),さらに,CommissaireduGouvernement(政府委員一組合の活動を監視する

[構成協定第17粂]),contr6leurd'丘tat(国家監査官),Adjointaucontraleurd'丘tat(国家監査官補佐),ExpeTt-

comptableaupresdel'OST (OST公認会計士)から構成される [メンバーの氏名 ･所属については,lalettrede

l'OST,no12,Fevrier1997を参照].多くの重要な任務が構成協定第 19条に記されているが,日常のOSTの活

動に関連した任務としては,後述する経営会議議長および組合長の任命と解任,活動プログラムの決定と予算

の承認が重要であろう.

3.Pr65identduConseild'administration (経営会議議長)[構成協定第20条]:

議長は,経営会議によって,そのメンバーの中から任命される.任期は3年で再任可能である.主たる任務

は,経営会議の招集と,組合長の任命と解任に関する協議についての経営会議への提案である.

4.Directeurdugroupement(組合長)[構成協定第21条]:

組合長は,経営会議の権限のもとで,また経営会議によって定められた条件の中で,組合の職務を保証する.

組合長は,発言権を持って経営会議の会合に参加する.
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5.Conseilscientifique(科学会議)[構成協定第22条]:

科学会議は,再任可能で任期3年の6ないし12人のメンバーで構成されることとなっている.各人は,個

人の資格で (組織の代表者としてではなく),議長の提案に基づきconseild'administratio∩(経営会議)によっ

て任命される.1997年現在,国内外の日人のメンバーで構成されている (国外については,イギリス,ドイ

ツ,オランダ,およびOECDの研究者が入っている)[メンバーの氏名 ･所属および議長については,laletlre

deL'OST,no12,Fevrier1997を参照].

目的

osTの目的は,構成協定第2条に次のように規定されている :

一 科学･技術･イノベーション活動に関連した量的指標のメンバー(すなわち,データの収集やデータベー

スの構築を行っている機関 [訳注])と調整された構想と生産,およびヨーロッパおよび世界における

フランスの位置に関するそれらの解釈.

- これらの指標,および,指標によって生起されたり,osT自体,フランスあるいは外国の機関によって

生産された分析の,直接的なあるいはパートナーとの共同生産による,公表,普及,価値増大化.この

普及は,とくに,広く公衆に向けられた毎年あるいは隔年の書物の形態で行われる.

- この種の指標の生産に関する方法論,これらの指標の正当性や信頼性の条件,および,許される戦略的

あるいは将来に関する分析に関する知識の前進

- この (研究 ･調査 [訳注])領域を形成する努力への参加

- この (研究 ･調査 [訳注])領域における国際的イニシアティブ-の参加

また,1996年の構成協定から3年後 (すなわち1999年)に,OSTの評価が行われることになっている.

活動と主な研究 ･調査分野

指標に関する活動は,大きく2つに分けられ,一つは,広 く公衆に向けられた出版であり,もう一つは,メ

ンバーとなってる公的機関のための,特定の,または,秘匿の,あるいは,詳細な調査 ･分析である.前者の

活動に対応する成果物が,これまで1992年から隔年で発行されているSceL'nce&Technologie,Z'ndL'cateurs(科学

技術,指標)やIaLettTledel'OST(OSTレター)である.また,EUやUNESCO等の指標に関するレポートへ

の寄与もこの範噂に含められる.また,指標に関わる方法論に関する研究も進められている.他方,後者の各

組織との個別の対応に基づく分析では,たとえば,｢重要技術｣に関する分析等を挙げることができよう.な
お,osTでは,特定の課題について取り組む際に,アドホックなワーキンググループをつくるという.

さらに,OSTは,データや指標,学術的研究,政策形成専門家のあいだに橋を架けることを目的として,関

係者の共通の関心を呼ぶ事項についてセミナーを開催している.

なお,よりosTの活動の紹介は,laletEreOST,no12,p.4の組合長であるRimiBarriによって書かれた記事

により詳しく著されている.また,OSTが持つデータベースの項目については,zaletEreOST,no12,p.6に記

されている.

OSTは,指標やデータの分析に基づく研究･調査の信頼性にとくに重きをおいており,決定の外側にある独

立した専門家としての地位を保とうとしている.しかし,外部からの観察者によれば,osTは,たとえば,指

標の解釈といった作業を通じて,だんだん政策決定に近い立場に移っていくだろうという見方をする者もある.

予算

OSTの年間予算は約8百万フランで,うち1.3百万フランが個々の契約に基づく作業に関するものであり,

残 り7百万フランが各メンバーからの拠出金によるものである.拠出金の額は,組合としての権利 ･義務の割
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合に応 じて定められている.

人員

常勤の職員 (研究者 ･技術者)は8名であり,非常勤職員を入れて全部で12名である.

参考文献

ConventionConstitutive,Observatoiredessciencesetdestechniques.

Arretedu28mai1996approuvantlaconventionconstitutivemodifiged'ungroupmentd'interさtpublic,Joumal0blcL'el

delaRe'publiqueFranEaise,5juln1996,p･8272･

Lalettredel'OST,no12.

BaTri,R.,Laville,F.,Teixeira,N.etZitt,M. 1995 L'Observatoiredessciencesetdestechnques:activitis-definition

-mithodologie,SolarL'∫,no2,PressesUniversitairesdeRenne,http://www･info･unicaen･fr/bnum/jeleC/Solaris/dO2/

2ba汀e.htm1.
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VINNOVA
Verketfarinnovatjonssystem

TheSwedishAgencyforInnovationSystems

イノベーション ･システム庁

住所

主要任務

MasterSamuelsgatan56,10158Stockholm,Sweden

･ 産業界および公的セクターのニーズに応えた研究･開発･実証活動に資金を提

供する

･ 大学,産業研究機関,産業界のあいだの協力を促進する

･ 情報と知識の普及を,とくに中小企業に対して,推進する

･ EUの研究開発フレームワーク･プログラム-のスウェーデンの参加を増加さ

せるように奨励する

･ 技術フォーサイ トのプロセスを評価し開発する

･ イノベーション ･システムにおける研究機関の役割を展開する

[以上,vrNNOVAInformat】onVT200日 およびVrNNOVAInformat10nVI2001.2を参照.]

これらの任務のうち,科学技術 ･イノベーション政策研究については,後述するイ

ノベーション ･システム部において,研究 ･調査 ･分析が実施されている.

なお,任務は,止三式には,VINNOVAの設置根拠となっているF6rordning(2000:1132)

nedinstruktionf6rVerkctf6rinnovationssytem (イノベーション ･システム庁に対す

る命令を伴った政令 (20()0年度第 1132号))の第 1条,第2条により,次のように

規定されている :

･ 技術･交通･コミュニケーション･労働生活といった活動領域における効果的

なスウェーデンのイノベーション ･システムの展開を促進する

･ 知識ニーズを調査し,ニーズに動機づけられた研究･開発･実証プロジェクト

を開始し資金配分を行うとともに,知識が普及し活用されるように寄与する

･ 研究 ･開発およびこれに関連する活動に対する資金を配分する

･ イノベーション･システムにおける産業研究機関の役割が展開されるように寄

与する
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とくに中小企業における知識開発を考慮して,産業研究機関,大学,大学カ

レッジ,および民間ならびに公共活動におけるアクター間の協力を展開する

欧州委員会の研究開発フレームワーク･プログラムや他の国際的研究プログラ

ムにおける現行の研究テーマや,現行の部分での欧州委員会の構造基金での交

流において,スウェーデンの参画を促進する

イノベーション･システムにおける異なるアクター群間の知識移転や流動性を

奨励する

研究開発課題において,政府に対する助言機関となる

ジェンダーの視点が研究に効果を及ぼすように寄与する

男女間の機会均等を図る

組織構成 統治に関する機関として,政令 (2000年度第1132号)の第4条およびverksfGrordning

(1995:1322)(行政庁政令 (1995年度第1322号))により,次の機関が置かれている:

･ styrelse(理事会)

理事会は,行政庁 (すなわちvINNOVA)の長と他の1edamot(理事)によって構成

される.VINNOVAの長を除く10名の理事は,すべて非常勤 (すなわち庁外)の役

員である.理事会の会長･副会長は,いずれもこの庁外の理事が務める.理事会は,

行政庁政令 (1995年第1322号)第日条から第13条までの規定に加えて,政令 (2000

年度第1132/F]j)第7条の規定にある責任と任務を有する.

執行は,政令 (2000年度第1132号)の第5条の規定により,VINNOVAの長である

次の者によって行われる :

･ Generaldirekt6ren(ジェネラル ･ディレクター)

その責任と任務は行政庁政令 (1995年第1322号)第6条から第 10条までに規定さ

れている｡

また,執行を分担するべく,理事ではない,各部門を担当する7名のdirektGr(ディ

レクター)が置かれている.

また,VINNOVAの内部は,以 卜のとおり,イノベーション･システムについて,シ

ステム全体について研究 ･調査 ･分析等を行う部門,研究 ･技術領域別に担当する

部門,イノベーション･システムの各アクター別に担当する部門の3部門とともに,

庶務的な2部門ならびにジェネラル ･ディレクター事務局からなっている.このよ

うに,vINNOVAでは,庁全体として,イノベーション･システム全体について,専

門性を備えつつ有機的な統合をめざした政策運営を図る組織となるように構成され

ている :

･ GD-kansli(ジェネラル ･ディレクター事務局)
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･ AvdelningenfGrinnovat10nSSyStCm (イノベーション･システム部)

Analys(分析)

TekniskFramsyn (技術フォーサイ ト)

Innovationssystemforskning(イノベーション･システム研究)

Utvardering (評価)

･ Avdelningenfarkompetensomraden(能力領域部)

lnformations-ochkommunikationsteknik (情報技術およびコミュニケー

ション技術)

IT-anvandning (情報技術応用)

Arbetslivsutveckling (労働生活開発)

Livsvetenskap/bioteknik (ライフサイェンス/バイオテクノロジー)

Transporter(交通)

Tillverkningochmaterial(製造および材料)

･ Avde】ningenfarakt6rsgrupper(アクター ･グループ部)

lnnovatjonsstemfわrtil]V畠xliregioner(地域における成長のためのイノベー

ション･システム)

Institutochkompetenscentrum (研究所およびコンピテンス ･センター)

Intemationellafragor(国際的問題)

Kluster,n注tverk,ほnker(クラスター,ネットワーク,リンク)

･ F6rvalmingsavdelningen (管理部)

Administration (管理)

Ekonomi(財務)

persollal(人事)

IT (情報技術)

･ AvdelningenfGrkommunikationochpo一icy(コミュニケーションおよび政策部)

[以 L,Arsredovistz'ng2001(AnnualReport200]),S41ならびにVINNOVAlnformatlOnVI2002:4参照]

職員数 ･研究スタッ

フ数

職員数は,新入職員および (出向や育児等による長期的な)休暇職員を含めて156名

である.このうち,研究スタッフ数については,イノベーション･システム部の職

員がこれに該当するとすると,26名である.

[職員数については,ÅrsredovISnlng2001(AnnualReport2001),VINNOVAInformationVT2002:4を参照.ま

た,研究スタッフ数については,http://wwwvlnnOVa.Se/addresser.him (2001√｢llj｣9目付け)を参照 ]
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創設時期 ･沿革等
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2001年度 (2001年 1月 1日-2001年12月31口)において,VTNNOVAの予算は,政

府予算のUO24(支出領域24)26:2Verketfarinnovationssystem:Forskningochutveckling

(イノベーション ･システム庁 :研究開発)などに示されてお り,全体として約

I,034Mkr(百万クローナ)[lkr(クローナ)は約 12円]とされていた.

【以 L,ReglerlngSbrevfもrbudgetaret2001avseendeVerketforlnnOVatlOnSSyStem.m.mlnOmutglflSOmrade24

NarlngSllV(rskr1999/2O(A).257och20OO/O1112)(支出領域24偉業 におけるイノベーン-=lン･システム庁

等に関する2001予算イトについての胤 i,リ7:簡 (議会通知苫 1999/2000イト度第257～J/,2000/01隼度第日2/LJ,))

参.照..]

2001年 1月 1日に,旧Narings-ochtecknikutvecklingsverket(NUTEK)(産業 ･技術開

発庁)の研究開発部門と,Kommunikationsforskningsberedningen(KFB)(コミュニケー

ション研究立案委員会),Radetfararbetslivsforskning(RALF)(労働生活研究会議)が

統合されて設置された.なお,科学技術 ･イノベーション政策研究を担当する部署

の元になるrHNUTEKは1991年に設置されており,さらにその前身は1968年に設置

されたStyrelsenf6rtckniskutvcckling(STU)(技術開発庁)である･

コンタク トパー ソン Name: G亡iranMarklund (ヨラン ･マルクルンドゥ)

Title: Direct6rochavdelningscheffaravedelningenmrlOVationssystem(ディレクター

兼イノベーション ･システム郡部艮)

Tel..･ +46-8-4733000

Fax: +46-8-4733005

E一majl: vlnnOVa@vinnova.se

URL: http://www･vinnova･se/
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その他特記事項

VINNOVAISClenCe,technologyandinnovat10nPOIlCyresearchinstftUte

NISTEP創設直後,NUTEKのLennartStenberg(レナ-1ト ステンペリイ)研究官 (,_Jl時)

が研究滞在者としてNISTEPに短期間滞在した.

1995年 11月にNUTEKの主催で開催された国際研究会議に,NISTEPから富汚研究

負 (当時),伊地知科学技術特別研究員 (判与)が参加 した.

1996年5月,1996年12月,1998年2月に,伊地知科学技術特別研究員 (コ峠)がNUTEK

にそれぞれ短期間滞在して,Nm EKとの協働や協力で,スウェーデン等における研

究開発活動の分析や科学技術行政体制の調査を実施 した.

1999年5月24日に,SaraModig(サラ･ムーディッグ)研究官らが,各国のナショナル ･

イノベーション･システムの調査 ･分析の一環として,LennartStenberg(レナ-ト･ス

テンペリイ)在京スウェーデン大使館科学技術参事官とともにNISTEPを訪問し伊地知

研究員 (湖､妄)が対応するとともに,G6ranMarklund(ヨラン･マルクルンドゥ)部長から

の両機関の研究協力関係の締結を打診する書簡が,Modig研究官から佐藤所長 (､1時)

に手交された.

2000年3月17日に,植田企画課長 (当時)がNUTEKを訪問し,MaTk】und部長らと面

会し,双方の活動に関する情報交換を行った.

2000年6j115日より発効するということで,MSTEPとNUTEKの間で,3年間の期

限付きで了解覚書が締結された.科学技術政策研究における協働,情報交換ならび

に研究者交流等が両機関で了解された.

研究国際会議(RESTPOR2000)｣に,NUTEKよりMarklund部長が参加 し講演を行 う

とともに,当時,NUTEKから欧州委員会に派遣されていたModig')t遣専門官 (､当時)

やstenberg参事官も参加 した.

2001年3月2日に,PerEriksson(ペア･エリクソン)長官 (ジェネラル ･ディレクター)

らがNISTEPを訪問し,間宮所長,斎藤企画課長,伊地知研究員 (､-1時)と最近の科

学技術政策や科学技術行政体制について情報交換を行った.

2001年10月17日に,間宮所長と鈴木 上席研究官がvINNOVAを訪問し,Eriksson長

官やMarklund部長 らと面会し,科学技術政策やイノベーション･システムについて

意見交換を行った.また,2001年1月に,NUTEKがvINNOVAに再編されたことな

どを踏まえ,改めて,NISTEPとvINNOVAの間で,3年間の期限付きで了解覚書が

締結された.科学技術政策研究における協働,情報交換ならびに研究者交流等が両

機関でア解された.

(作成者 :第 1研究グループ 伊地知 寛博,2002年3月)

その他参考資料 みVINNOVAInformationVI2002.4

･Arsredovisning2001(An nualReport2001)

･ReglerlngSbrevfarbudgetaret2001avseendeVerketfらrinnovationssystem,m.m.inom

utgiftsomrade24Naringsliv(rskr1999/2000:257och2000/01:112)
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VINNOVA-science,technologyandinnovationpoIICyresearchinstJtute:Appendix

添付資料

2001年 12月7日

イ ノベー シ ョン ･システム庁 に対 す る命令 を伴 った政令 (2000年第1132号)[仮訳]

Fdrordning(2000:1132)medinstruktionfarVerketfdrinnovationssystem

伊地知 覚博

任務

第 1条 イノベーション･システム庁は,技術 ･交通 ･コミュニケーション･労働生活といった活動領域にお

ける効果的なスウェーデンのイノベーション･システムの展開を促進する.イノベーション･システム

では,新しい技術や知識が生産され,普及され,活用される,公共および民間のセクターのネットワー

クがめざされている.

本庁はまた,知識ニーズを調査し,ニーズに動機づけられた研究 ･開発･実証プロジェクトを開始し資

金配分を行 うとともに,知識が普及し活用されるように寄与するという任務を有する,

第2条 イノベーション ･システム庁は,とくに

一 研究 ･開発およびこれに関連する活動に対する資金を配分する,

- イノベーション ･システムにおける産業研究機関の役割が展開されるように寄与する,

- とくに中小企業における知識開発を考慮して,産業研究機関,大学,大学カレッジ,および民間ならび

に公共活動におけるアクター間の協力を展開する,

テーマや,現行の部分での欧州委員会の構造基金での交流において,スウェーデンの参画を促進する,

- イノベーション ･システムにおける異なるアクター群間の知識移転や流動性を奨励する,

一 研究開発課題において,政府 L訳註.日本でいう｢内軌 のことを指す]に対する助言機関となる,

ジェンダーの視点が研究に効果を及ぼすように寄与-する,および,

本庁は,関係する地域の,国の,および国際的なアクターと協力する.本庁は,とくに,verketf6r

naringslivsutveckling (産業展開庁)およびInstitutetfGrtillvaxtpolitiskastudier(成長政策研究所)と協力

する.

第 3条 イノベーション ･システム庁は,他者に対して委託を行ってもよい.

しかし,政府以外の他者に対する委託に関して,請求政令 (1992年第191号)に従って,報酬が取られ

る.
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VINNOVA-science,technologyandlnnOVationpollCyresearchinstitute:AppendlX

行政庁政令の適用

第4条 行政庁政令 (1995年第 1322弓一)が,その第35条を除いて,イノベーション･システム庁に適用され

る.

行政庁の運営

第5条 Generaldirektdren(ジェネラル ･ディレクター)が,イノベーション ･システム庁の長である.

組練

第6条 イノベーション ･システム庁は,準備および助言のための機関を設置してもよい.

理事会の責任 と任務

第7条 行政庁政令 (1995年第 1322号)の第 11条から第 13条に規定されていることに加えて,本理事会は

次のことを決定する

i. 事業の原則的および戦略的課題について,

2. 国会および政府によって規定されたH標および基本方針という枠組みの中での事業の方針について,

3. 研究開発に対する補助金を含む事業計画について,および,

4. 資金配分についての原則について,

従業者代表

第 8条 従業者代表政令 (1987年第 1101号)が,イ ノベーション･システム庁に対して適用される.

訴訟

第9条 資金に対する申請の採否に関する決定については訴えられない.他の訴訟については,行政庁政令

(1995年第 1322号)が有効である.

附則

本政令は,2001年ljH E]に発効する.また,この目に,Kommunikationsforskningsberedningen(コミュ

ニケーション研究立案委員会)に対する命令を伴った政令 (1996年第 283弓一) とRadetfわr

arbetslivsforskning(労働生活研究会議)に対する命令を伴った政令 (1995年第865号)は廃止される.

政府が,特別の決定として,Nまrings-ochteknikutvecklingsverket(産業･技術開発庁),コミュニケーショ

ン研究立案委員会,および労働生活研究会議に関して規定していることは,その決定が本庁の責任に属

する課題として有効であるという条件のもとで,代わって,イノベーション･システムノ昌こ対して言及

しているものであるとする.
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名称 (和文) 国家技術研究センター

(英文) TechnicalResearchCentreofFinland(VTT)

(原語) ValtionTeknillinenTut,kimuskeskus

住 所 Ⅰtamerentori2

P.0.Box160,FIN-00181

Helsinki,Finland

(地図 ○有 .無)(別紙-1)

主 要 業 務 主透⊥

産学官による共同研究の推進を主務とする○

大学の基礎研究と企業の商業化研究を結びつけるため､研究開

発技術の移転 .試験等を行う○

具体的には､各地にサイエンスパークを作り､地元の大学と中

小企業を入れて三位一体プロジェクトを進めている○

また､将来を予測するための技術調査も行っている○

戦略目標 :

中核技術における競争力を確立すること○

ⅠT技術を他の分野に移転すること○

組 織 構 成 (別紙 ○有 .無)

別紙-2;フィンランド行政機関の相関図とVTTの位置付け

別紙-3;VTT組織図

別紙-4;VTT主要メンバー

職員数及び研究スタ ッフ数 職員約 3,000人 (うち研究者が約 1,600人)

年 間 予 算 213mill.Euro(2000)

創設時期 .袷革等 1942年 1月 16日創立

コンタク ト Name:Mr.TorstiLoikkanen,

パーソン mtle:GroupManager,SeniorResearchScientist,Ⅰndustrial

EnvironmentalEconomics,EnvironmentalTechnology

Te1.:+35894564253

Fax:+35894567043

E-mail:Torsti.Loikkanen@vtt.fi
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その他

特記事項

2001.10 間宮所長訪問､VTTの最近の動向､技術予測に関

する意見交換､日本の S&T政策動向と政策研の役割､成果紹介

(フォルステン所長､ロイカネン産業 ･環境経済部長)

(作成者 :第 1調査研究グループ 鈴木研一 ;2001年 12月作成)

その他参考資料 :

･VTTパンフレット

･VTT年報 (2000年版)

･VTTウェブサイ ト
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別紙 1:VTT案内図
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別紙2:フィンランド行政機関の相関図
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別紙3:VTT組織図
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別紙4:VTT主要メンバー
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名称 (和文) 韓国 科学技術政策研究院

ScienceandTechnologyPolicyInstitute(STEPI)

住 所 Specialty Constmction Center 26,27F, 395-70,
Shindaebang-dong, Tongjakや1, Seoul, Korea (zip
code.156-010)

(地図 ○有 ･無)

主 要 業 務 ･当初､政府の科学技術政策立案をサポー トするための政府組

織として創設されたが､1999年の行政組織の改革に伴い､韓

国政府､産業界､学界を顧客とする準公的シンクタンクに移

行｡

<主要目的>

(1)科学技術に関する問題の研究と分析に基づき､政府に政策代

替案を提示すること｡

(2)イノベーション戦略についての支援を産業 (民間企業)に行

うこと｡

(3)科学技術政策についての情報､指標､統計を普及させること｡

<主な研究テーマ>

･技術の経済学 (経済成長に与える技術変化のインパクト､研

究開発投資の社会 ･経済的効果､ナショナル ･イノベーショ

ン ･システム､科学技術統計 ･指標､科学技術人材の開発と

活用)

･研究開発政策 (研究開発政策の優先領域､研究開発プログラ

ムのアセスメント､基礎科学の向上のための政策代替案､研

究開発実施部門とネットワーク､地域イノベーションシステ

ム､科学技術基盤)

･産業技術イノベーション (主要産業の技術競争力のアセスメ

ント､産業別の技術開発の長期的軌跡､中小企業とベンチャ

ービジネスのための技術的イノベーション戦略､技術開発の

振興策､研究開発成果の普及政策､産学官の連携)

･国際科学技術政策 (科学技術政策の国際化､2国間および多

国間の協力プログラム､国際的な科学技術政策の動向分析､

国際技術移転､南北朝鮮の科学技術協力のための政策)

･技術マネジメント (研究開発と技術の戦略､公的/民間研究

開発機関のマネジメン ト､大規模研究開発プロジェク ト､知

識のマネジメント､研究開発管理者の養成と教育)

組 織 構 成 政策研究センター

研究開発政策部門 :

産業技術 ･イノベーション部門 :

国際科学技術政策部門 :

技術マネジメント部門 :

科学技術人材研究チーム

(別紙 ○有 ･無)
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職員数及び ･研究者数40名 (社会科学 .自然科学 .工学の多様な

研究スタツ バックグラウンドを有する学際研究チーム)

フ数 -合計約??人の大学院生が研究補助者として在籍

年 間 予 算 非営利機関 :研究会議 .財団からの助成金､政府 .産業界 .国

際機関<EU､OECD､世銀､国連機関>からの委託研究､教育によ

り予算確保 (財源の多様性による中立性 .公平性を重視)

創設時期 1987年 (ただLCenterforScienceandTechnologyPolicy
(CSTP)として創設01991年に現在の名称-変更)

コンタク ト ･Name:

パーソン ･Tel.:+82-2-3284-1800/1899
･FaX:+

･E-mail:webmaster@stepi.re.kr

･URL:http://www.stepi.re.kr/

その他 1988.12 金甲秀氏を第1研究グループ研究員として受入れ

特記事項 2000.1 研究協力覚書締結

2000.2 国際シンポジウムにEun-KyoungLee氏を講演者とし
て招-い

2002.3-2002.04 金甲秀氏を JSPSフェロー特別研究員とし

(作成者 :第2研究グループ 富滞宏之/作成協力 :韓国 ･科学技術政策

研究院 ･金甲秀部門長 ;2002年3月)
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http://www.stepi.re.kr/mainOl/english/index.htmより
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名称 (和文) 中国科学技術促進発展研究中心

(英文) NationalResearchCenterforScienceandTechnologyfor
DeVelopment <NRCSTD>,The Ministry or Science &
Technology,China

(原語)

住 所 北京海淀区普恵北里8号C座

(地図 有 .○無)
主 要 業 務 ･国家科学技術の発展と戦略､政策､体制､管理､予測､評価およ

び科学技術における経済社会発展等の促進や科学研究の促

進､国家の科学技術､経済､社会の発展のための戦略を決定す

るために､情報提供や意見を提出する○

･国家科学技術部やその他の地方政府部門における国内外の企

業との共同研究機構､国際組織による委託研究や､研究情報の

提供を行なうo

･当センターの研究と業務の情琴提供を行ない､科学技術発展

と経済社会発展に関連する､科学技術体制 .政策､科学技術

評価､科学技術予測､科学技術指標 .統計､新技術､ハイテク

とその産業発展､重大な工事項目の評価､環境､資源 と維持

の発展､区域発展戦略 .計画､社会発展に寄与するo

･また､学術物出版､人材教育訓練等の業務も行っている○

組 織 構 成 ･研究センターは､所長と副所長4人で構成され､学術委員会

と業種別技術職務審議会を置き､更に学術指導､評議業務､

審議業種別技術職務などを行なっている○

･当センターは6つの研究部と総合事務管理部､編集出版部､

北京星泰技術発展会社等の構成になっているo

(別紙 ○有 .無)

職員数及び ･10年あまりにわたる発展により､研究センターは､-定規

研 究スタ ツ 横の高水準の研究官で形成 してきているo

フ数 ･研究センターは現在 108名おり､その中で研究情報の提供

活動の業種人員は97人､37人は高級業種技術の職務に従

事しているo

年 間 予 算 ･当センターの経費は､今まで政府事業費に依存していたが､

国内外で契約による業務主になり､全面的に市場に向かって

大きく歩き出した○

創設時期.袷 ･中国科学技術促進発展研究中心は､国家科学技術部直属の総

革等 合的ソフト科学研究機構であり､1982年 10月､国務院に承
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コンタク ト ･Name:劉 彦

パーソン ･Title:副研究員
･Te1.:+86-1-6813-2559
･Fax:+86-1-6825-2456

･E-mail:

ーURL:

その他 1994.1KongDeyong所長と坂内所長 (当時)間で研究協力覚
特記事項 書 (Moロ)を締結○

2000.1.17 中国 .北京において､中曽根大臣 (当時)と朱中国

科学技術部長の御陪席の下､WangYuan所長と柴田所
長 (当時)の間でMOUに署名o

2000- ｢日本 と中国の技術貿易の現状｣に関する共同研究

(2002.1 調査資料公表)

2002.2 国際シンポジウムに高志前氏を講師として招-いo

(作成者 :情報分析課 相馬 融 ;2002年3月)
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学術委員会

業種別技術職務
審議会

研究センター

主 任 : 王 元
副主任 :楊国雄 李新男

総合事務部

科学技術体制･政策部

管理科学決策部

科学技術予測発展部

社会持続発展部

産業区域発展部

戦略研究部

編集出版部

国家科学技術評価センター

中国科学研究院連合会

中国科学技術指標研究会

≪中国科学技術論壇≫

雑誌社

≪中国科学技術画報≫
雑誌社

北京星泰技術発展会社



名称 (和文) 国際応用システム分析研究所

(英文) InternationalInstit.uteforAppliedSystemsAn alysis(IIASA)

(原語)

住 所 A-2361LaXenburg,Austria

(地図 ○有 .無)

主 要 業 務 17のメンバー国のコンソーシアムから資金を得ている非政府

研究所○

主な研究プログラム

･世界的な環境変化

･世界経済と技術移転

･世界的諸問題の分析についての方法論

組 織 構 成 メンバ一国 :17カ国

○Fu_llMembers

Austria,China,CzechRepublic,Finland,Hungary,Japan,

Netherlands,Norway,Poland,RussianFederation,Slovak

Republic,Sweden,Ukraine,UnitedStatesofAmerica

○Associates

Bulgaria,RepublicofKazakhstan

OALrlliate

Germany

(別紙 有 .○無)

職員数及び研 究 スタ ッフ数 220名o(うちフルタイムの研究者が約 100名)

年 間 予 算 US$13million(1996) うち80%がメンバ一国負担分o

創設時期.沿 ･冷戦中の1966年､米大統領 LyndonJohnsonが ｢アメリカ

革等 とソビエ トの研究者が共に一つの問題に取り組むべき｣との

発言から構想が始まるo

･1972年に12カ国でⅠⅠASAがスター ト○東西冷戦の橋渡し

として共通の問題に共同研究を実施○

･1991年､環境､技術開発､経済のグローバル変化の問題に

注目した新しい戦略を採択

･1994年､参加国の首脳が初めて会談oⅠⅠASAの今後の方針
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コンタク ト ･Name:MarekMakowski

パーソン ･Title:RiskModelingandPolicyPrqject

･Tel.:+43-2236-71-313

･FaX:+43-2236-8070

･E-mail:marek@iiasa.ac.Jp

･URLhttp:〝www.iiasa.ac.at/

その他 1992-93 田口康氏 (S61科技庁入庁､現防災科学技術推進室

特記事項 長)留学o

1998.4 Prof.GordonMacdonald所長来訪O

1998.6 Gordon所長-佐藤所長 (当時)の署名によりMOU締

結(2001年失効)○当時仲介役は渡辺千位教授 (ⅠⅠASAの非常

(作成者 :科学技術動向研究センター 清貞智会/企画課 藤原志保

;2002年3月)
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名称 (和文) APEC技術予測センター

(英文) APECCenterforTechnologyForesight

(原語)

住 所 NationalScienceandTechnologyDevelopmentAgency
73/1 Rama VⅠ Road, RajdheVee, Bangkok 10400,
THAILAND

(地図 有 .○無)

主 要 業 務 ･複数国にわたる技術予測活動の実施

例 :水管理､輸送､ナノテクノロジー等

･情報交換ネットワークの構築と管理

･ワークショップ等を開催､予測活動を広めるための教育や訓

練の実施

組 織 構 成 (別紙 有 .○無)

職員数及 び APEC加盟国が参加するセンターで､タイ科学技術庁(NSTDA)

研究スタ ッフ数 が事務局を担当o
名誉所長 .議長 (1)､特別顧問 (1)､国際顧問会議 (8

(オース トラリア､カナダ､台湾､日本､韓国､タイ))､

運営委員会 (顧問1,委員長 1,委員9)､事務局 (4)

年 間 予 算 主な資金源は以下の3つo
･タイ政府 20万 ドル/午 (運営経費､イベント企画)

･APEC 15万 ドル (1999-2000年のプロジェク ト経費として)

･加盟各国の負担

創設時期.袷 1995年の APEC科学技術閣僚会議にてタイがフィージビリテ

革等 イスタディを提案し､実施○
1998年 2月､このFSを受け､タイ政府の支援のもとにバンコ

クに設立することをⅠSTWGで決定○

コンタク ト ･Name:Dr.ChatriSripalpan

パーソン ･Title:Co-Director

･Te1.:

･FaX:

･E-mail:

･URL:http:〟www.nstda.or.tUapec/

その他 ･桑原セ ンター長が設立当初か ら ⅠntemationalAdVi島ory

特記事項 Boardのメンバー
･2002年より､宇宙開発事業団池田要理事が名誉所長に就任予

(作成者 :科学技術動向研究センター 横尾淑子 ;2001年 12月)
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名称 (和文) 科学技術政策研究所

(英文) TheNationalInstituteofScienceandTechnologyPolicy

<NⅠSTEP>,MinistryofEducation,Culture,Sports,Science

&Technology<MEXT>

(原語) 和文に同じ

住 所 〒100-0013

東京都千代田区霞ヶ関1-3-2郵政事業庁舎 10F

(地図 ○有 .無)

主 要 業 務 ･科学技術政策展開の基礎となる諸事項に係る理論的 .実証的

調査研究

-研究開発に関する調査研究 (国内外の科学技術動向の把

堤 .分析､研究開発人材育成 .研究開発資金 .研究体制/

環境 .研究評価 .国際研究協力等の調査研究)

-技術の経済社会ニーズ-の適応過程に関する調査研究 (イ

ノべ-シヨン促進方策､技術者等の養成確保､研究開発と

経済成長との関係等の調査研究)

-科学技術と社会の包括的関係に関する調査研究 (科学技術

と社会のコミュニケーション､科学技術と社会のブリッジ

強化等の調査研究)

-共通的 .基盤的 .総合的調査研究 (理論的研究､技術予測

調査､科学技術指標の開発整備､地域科学技術振興の調査

研究､海外科学技術政策動向の調査研究等)

･調査研究成果の対外的発信 .提供

･国内外の研究資源 .人材の結集､実証マインドを有する政策

研究者 .立案者の育成

組 織 構 成 (別紙 ○有 .無)

職員数及 び ･2001年度定員 54名 (うち調査研究部門38名)

研究 スタ ッフ数 ･民間企業等より特別研究員9名受入れ中(2001年 10月現在)

年 間 予 算 ･2001年度予算額9.4億円 (全額政府からの支出､うち調査研

究事業予算4.0億円)

創設時期.袷 ･1988.7.1 科学技術政策に係る企画 .立案機能強化の一環と

革等 して旧資源調査所を発展的に改組､科学技術庁の附属研究機

関として設置

･2001.1.6 中央省庁再編の一環として文部科学省の附属研究
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コンタク ト ･Name:斎藤 尚樹

パーソン ･Title:企画課長

･Tel.:+81-3-3581-2466

･FaX:+81-3-3503-3996

･E-mail:nsaito@nistep.go.jp

･URL:http://WⅥW.nistep.go.JP

その他 ･これまでに海外の約 30の関連研究機関と研究協力に係る覚書

(作成者 :企画課 斎藤尚樹 ;2001年 11月)
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文部科学省科学技術政策研究所 案内図

交通 :地下鉄丸の内線､日比谷線､千代田按にて ｢霞ヶ関｣駅下車

A12番出口より徒歩3分

地下鉄銀座線にて ｢虎ノ門｣駅下車､7番出口より徒歩3分
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P ､人員

壷 壷 ~t:
組織､人員

定員 :54名 (調査研究部門 :38名)

セ ン タ ー 長 桑 原 輝 隆 (科学技術動向研究センター)科芋脚 謝 相 賀糾文集等

総 務 課 長 青 木 草 書

企 画 課 長 斎 藤 尚 樹

情 報 分 析 課 長 相 馬 融

客員総括研究官 丹 羽 富 士 雄 政策研究大学院大学教授
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